
新潟市中央区役所

中 央 区
区ビ ジョ ン

ま ち づく り 計画
U r b a n  d e v e l o p m e n t  p l a n



北は日本海、 中央には信濃川、 東に栗ノ 木川、 西に関屋分水路、 南に鳥

屋野潟と いう 豊かな水辺に恵まれた中央区。 様々な都市機能が集積する

一方で、 国の重要文化財に指定さ れた萬代橋や、 みなと まちの伝統文化

を感じ るまち並みも 存在し ています。「 ウォ ータ ーフ ロント ブルー」 は、

中央区が目指すコ ンセプト を表現するイ メ ージカ ラ ーです。

ウォータ ーフ ロント ブルー
中央区の

イメ ージカラー
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はじ めに

計画の構成

【 新潟市総合計画と は】

○新潟市が目指すまち づく り のあり 方を 示すも ので「 基本構想」「 基本計画」「 実施計画」 で構成さ

れています。 区ビ ジョ ン まちづく り 計画の上位計画です。

○「 基本構想」「 基本計画」 は令和5 （ 2 0 2 3 ） 年度から 令和1 2 （ 2 0 3 0 ） 年度までの8 年間を 計画

期間と し 、 新潟市の目指すまち づく り の方針と 、 その実現に向けた政策と 施策について記載する

も のです。 また、 施策の実現に向けた具体的な取組を 掲載する 「 実施計画」 は計画の中間である

令和8 年度に必要な見直し を 行う 予定です。

【 区ビジョ ン基本方針と は】

○中央区の将来像や目指す方向などを 示すも のです。

○新潟市次期総合計画の「 基本計画」 の一部と し て策定さ れます。

○中央区自治協議会＊で検討・ 審議し 、 新潟市議会の議決を 経て策定し まし た。

【 区ビジョ ンまちづく り 計画と は】

○「 基本計画」 と 「 実施計画」 で構成さ れ、 う ち 「 基本計画」 は、 区ビ ジョ ン 基本方針を 踏まえ、

よ り 具体的な取組の方向性を 示すも のです。

○計画期間は、 令和5 （ 2 0 2 3 ） 年度から 令和1 2 （ 2 0 3 0 ） 年度までの8 年間と なり ます。

構成は、「 Ⅰ 中央区の概要」「 Ⅱ 中央区区ビ ジョ ン まち づく り 計画体系図」「 Ⅲ 中央区の現状、

特性と 課題／まち づく り の方針」 と なっ ています。

○「 実施計画（ 別冊）」 は、 2 年ごと に策定し 、 進捗管理を 行っ ていき ます。

中央区区ビ ジョ ン まち づく り 計画は、 新潟市総合計画の一部である 区ビ ジョ ン 基本方針の実

現に向けた取組と 、 実施計画に相当する 具体的な取組を 示し た中央区のまち づく り 計画です。

計画期間は、 令和５ （ 2 0 2 3 ） 年度から 令和1 2 （ 2 0 3 0 ） 年度までの８ 年間と し ます。

ただし 、 実施計画は、 取組の実施状況や社会・ 経済状況の変化などに対応する ため、 ２ 年ご

と に策定し 進捗管理を 行います。
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【 SD Gs
＊
（ 持続可能な開発目標） と は】

○平成2 7 （ 2 0 1 5 ） 年9 月開催の「 国連持続可能な

開発サミ ッ ト 」 で採択さ れた、 よ り よい未来を め

ざすための令和1 2 （ 2 0 3 0 ） 年までの世界共通の

目標「 Susta inab le  D eve lo p m en t G o a ls」 の略

称です。

○新潟市総合計画の基本構想に掲げた「 持続可能な

まち づく り 」 と いう 方向性は、 SD G sにおける 持

続可能な開発（ 将来世代のニーズに応える 能力を

損ねる こ と なく 、 現代の世代のニーズを 満たす開発） の考え方と まさ に一致し ています。

○新潟市総合計画においても 「 経済」「 社会」「 環境」 の3 側面の調和など、 SD G sの基本的な考え

方を 意識し て、 それぞれの政策・ 施策を 推進する こ と と し ています。

○全ての政策分野及び行財政運営において、 市民・ 民間事業者・ 国・ 県・ 周辺市町村など多様な主

体と のパート ナーシッ プを 活かし た施策推進を 重視し ていき ます。

新潟市総合計画 中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

基本構想

まちづく り の理念、

目指す都市像

基本計画

基本計画

重点戦略、

各分野における 政策・ 施策、

持続可能な行政運営

実施計画

具現化

基本計画で示し た

施策を実現するための

具体的な取組

具現化

1  地勢 2  歴史 3 自然 4  人口

5  土地利用 6  産業 7  交通

第 1 章

中央区の概要

第 3 章

中央区の現状、 特性と 課題／まちづく り の方針

第 2 章

中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画 体系図

Ⅰ  賑わいと 活力あふれ訪れたく なる拠点のまち

Ⅱ  共につながり 安心し て暮ら せる まち

Ⅲ  水と 緑に囲まれた自然と 都市が共生する まち

Ⅳ  歴史と 文化を 受け継ぎ発展する まち

実施計画

上記で示し た施策を 実現するための

具体的な取組（ 別冊）

区ビ ジョ ン基本方針



中央区 区ビジョ ン基本方針
〈 新潟市総合計画2 0 3 0 よ り 抜粋〉

にぎわう 都心、豊かな自然、みなと まち文化が織り なす

活気あふれる拠点のまち

区の将来像

目指す区のすがた

・ 様々な高次都市機能＊が集積し た都心を 有する 区と し て、 こ れまでの歴史の中で蓄積し たも

のを 集積し 、 各地域の成り 立ち や特色を 活かし ながら 、 人・ モノ ・ 情報が活発に行き 交い、

住む人、 働く 人、 学ぶ人、 そし て観光やビ ジネスなどで訪れる人にと っ て魅力的で、 賑わい

あふれるまち を 目指し ます。

・ 美し い景観形成に努めると と も に歩き やすく 自転車や公共交通など多様な手段で移動し やす

い環境の整備を 進め、 まち なかの活性化に向けた回遊性向上を 図る こ と によ り 、 子ども から

お年寄り まで誰も が出かけたく なる 利便性の高い、 活力に満ちたまち を 目指し ます。

賑わいと 活力あふれ訪れたく なる拠点のまちⅠ
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

・ 少子高齢化の進行など、 社会情勢が大き く 変化する 中、 区民や区内で活動する団体同士のつ

ながり によ る 持続可能な地域コ ミ ュ ニティ ＊活動を 支援し 、 年齢や性別、 障がいのある なし

などにかかわら ず、 互いに支えあい、 助けあい、 誰も が安心し ていき いき と 暮ら せるまち を

目指し ます。

・ 生活様式やニーズが多様化する 中で 、 安心し て子ども を 産み育てら れる 環境づく り を 進め、

家庭・ 地域・ 学校が連携を 深める こ と で、 地域全体で子育てを 支援する まち を 目指し ます。

・ 自然災害や都市型災害などの発生時に、 一人一人が適切な判断と 行動を と れるよ う 意識の向

上を 図ると と も に、 身近な地域の関係づく り を 進め、 誰も が安心し て安全に暮ら せるまち を

目指し ます。

・ 都心部を 流れる信濃川などの水辺空間や身近な緑を 区民や事業者などと と も に守り 育むこ と

で、 一人一人が自然環境への愛着と 誇り を も ち、 自然と 共生する 美し く う る おいのある まち

を 目指し ます。

・ 市街地に多く の自然を 残す鳥屋野潟周辺や海岸沿いの松林などの豊かな自然を 学びや体験、

やすら ぎの場と し て保全し ながら 利活用を 図り 、 自然の豊かさ を 感じ ら れる 憩いのある まち

を 目指し ます。

・ 開港 5 港＊の一つと し て古く から 栄えた風情あふれる みなと まち の歴史・ 文化を 受け継ぐ と

と も に、 食文化の魅力発信や新たな産業の創出・ 育成に取り 組むこ と によ り 、 様々な文化が

融合し た、 未来につながる まちを 目指し ます。

・ 新潟まつり を はじ め、 各地域に伝わる歴史・ 文化に多様な世代が親し むこ と ができ る環境を

つく る こ と で、 文化の継承やまち なみの保存に対する 意識を 高め、 住む人々が地域を 愛し 、

地域を 誇れる まち を 目指し ます。

共につながり 安心し て暮ら せるまちⅡ

水と 緑に囲まれた自然と 都市が共生するまちⅢ

歴史と 文化を受け継ぎ発展するまちⅣ
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各区のすがた

（ 出典）

人口： 国勢調査（ R2 ）、 推計値（ 新潟市全体） は国勢調査（ R2 ） および人口動態統計特殊報告（ H2 5 ～H2 9）

から 算出し た新潟市独自推計値

推計値（ 各区） は新潟市全体の推計人口を 、 新潟市独自推計である「 各区将来推計人口（ H3 0 ）」 の男

女別5 歳階級別の構成比から 算出し たも の

昼間人口： 国勢調査（ R2 ）

人口動態： 新潟県人口移動調査（ R3 ）

世帯： 国勢調査（ R2 ）

項　 目
新潟市

全体
中央区

全市に占

める割合
北区 東区

人
　
口

総　 数
令和2 （ 2 0 2 0 ） 年人口（ 人） 7 8 9 ,2 7 5 1 8 0 ,3 4 5 2 2 .8 % 7 2 ,8 0 4 1 3 4 ,4 4 6

令和2 7 （ 2 0 4 5 ） 年推計人口（ 人） 6 3 1 ,5 1 0 1 6 0 ,9 9 5 2 5 .5 % 5 5 ,2 8 5 1 0 0 ,6 7 4

1 5 歳未満

令和2 （ 2 0 2 0 ） 年人口（ 人） 割合（ % ）
9 1 ,2 2 4

（ 1 1 .6 ）

1 9 ,5 9 9

（ 1 0 .9 ）
2 1 .5 %

8 ,1 9 5

（ 1 1 .3 ）

1 5 ,8 6 7

（ 1 1 .8 ）

令和2 7 （ 2 0 4 5 ） 年推計人口（ 人） 割合（ % ）
6 0 ,8 3 5

（ 9 .6 ）

1 6 ,0 8 4

（ 1 0 .0 ）
2 6 .4 %

5 ,6 9 2

（ 1 0 .3 ）

9 ,9 8 8

（ 9 .9 ）

1 5 ～6 4 歳

令和2 （ 2 0 2 0 ） 年人口（ 人） 割合（ % ）
4 6 3 ,6 0 5

（ 5 8 .7 ）

1 1 2 ,9 8 1

（ 6 2 .6 ）
2 4 .4 %

4 1 ,3 0 1

（ 5 6 .7 ）

7 9 ,3 0 8

（ 5 9 .0 ）

令和2 7 （ 2 0 4 5 ） 年推計人口（ 人） 割合（ % ）
3 1 7 ,6 2 5

（ 5 0 .3 ）

8 7 ,6 2 3

（ 5 4 .4 ）
2 7 .6 %

2 8 ,7 0 0

（ 5 1 .9 ）

5 2 ,2 5 3

（ 5 1 .9 ）

6 5 歳以上

令和2 （ 2 0 2 0 ） 年人口（ 人） 割合（ % ）
2 3 4 ,4 4 6

（ 2 9 .7 ）

4 7 ,7 6 5

（ 2 6 .5 ）
2 0 .4 %

2 3 ,3 0 8

（ 3 2 .0 ）

3 9 ,2 7 1

（ 2 9 .2 ）

令和2 7 （ 2 0 4 5 ） 年推計人口（ 人） 割合（ % ）
2 5 3 ,0 5 0

（ 4 0 .1 ）

5 7 ,2 8 8

（ 3 5 .6 ）
2 2 .6 %

2 0 ,8 9 3

（ 3 7 .8 ）

3 8 ,4 3 3

（ 3 8 .2 ）

令和2 （ 2 0 2 0 ） 年単身高齢者数（ 人） 3 5 ,0 4 1 1 0 ,4 0 9 2 9 .7 % 2 ,6 4 4 6 ,6 4 3

6 5 歳以上に占める単身高齢者数の割合（ % ） 1 4 .9 2 1 .8 － 1 1 .3 1 6 .9

昼間人口
昼間人口 7 9 9 ,4 4 6 2 3 2 ,9 0 2 2 9 .1 % 7 0 ,5 1 3 1 2 4 ,3 3 7

昼夜間人口比率 1 0 1 .3 1 2 9 .1 － 9 6 .9 9 2 .5

人口動態

年間増減（ 人） -5 ,0 2 4 -5 5 2 － -7 7 9 -1 ,1 2 9

う ち自然動態（ 人） -4 ,3 1 0 -7 3 7 － -5 0 9 -6 3 2

う ち社会動態（ 人） -7 1 4 1 8 5 － -2 7 0 -4 9 7

世　 帯

世帯数（ 世帯） 3 3 1 ,2 7 2 9 0 ,8 6 0 2 7 .4 % 2 7 ,4 1 8 5 7 ,4 9 1

1 世帯当たり の人員（ 人） 2 .4 2 .0 － 2 .7 2 .3

核家族の割合（ % ） 5 3 .6 4 5 .2 － 5 6 .6 5 6 .3

単独世帯の割合（ % ） 3 5 .1 4 8 .6 － 2 7 .5 3 3 .8

3 世代世帯の割合（ % ） 7 .1 3 .0 － 1 0 .5 5 .9

面　 積 面積（ km 2） 7 2 6 .2 8 3 7 .7 5 5 .2 % 1 0 7 .6 1 3 8 .6 3

農　 業

農家戸数（ 戸） 9 ,6 7 5 1 7 4 1 .8 % 1 ,4 1 4 2 8 2

基幹的農業従事者数（ 人） 1 0 ,3 7 9 1 9 7 1 .9 % 1 ,4 6 5 3 0 3

　 う ち6 5 歳以上の割合（ % ） 6 7 .8 5 9 .4 － 6 8 .6 6 2 .7

経営耕地面積（ ha） 2 8 ,4 6 3 3 8 4 1 .3 % 3 ,9 9 1 7 1 3

工　 業

事業所数（ 所） 9 4 9 1 0 0 1 0 .5 % 1 5 6 1 7 6

従業者数（ 人） 3 7 ,4 7 8 1 ,6 5 6 4 .4 % 6 ,9 4 5 8 ,7 2 5

製造品出荷額等（ 億円） 1 1 ,4 6 9 2 4 4 2 .1 % 3 ,4 0 5 2 ,9 6 2

商　 業

事業所数（ 所） 7 ,9 8 5 2 ,8 3 1 3 5 .5 % 5 4 2 1 ,1 3 8

従業者数（ 人） 6 8 ,8 0 5 2 3 ,3 8 2 3 4 .0 % 4 ,2 9 2 1 1 ,3 3 9

年間商品販売額（ 億円） 3 2 ,3 1 9 1 3 ,3 9 4 4 1 .4 % 1 ,4 0 8 5 ,2 6 5
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

面積： 全国都道府県市区町村別面積調（ R4 .1 ）

農・ 工・ 商業： 20 20 農林業センサス、 工業統計調査（ R2）、 経済センサス（ R2 ）

（ ※1 ）  推計値（ 新潟市全体） と 推計値（ 各区） は、 基準と し ているデータ が異なるため、 区別、 年齢別の区別

人口の合計値は新潟市全体の年齢別人口と 一致し ない

江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区 項　 目

6 7 ,9 7 2 7 5 ,0 6 9 4 3 ,4 3 7 1 6 0 ,6 5 6 5 4 ,5 4 6 令和2 （ 2 0 2 0 ） 年人口（ 人）
総　 数

人
　
口

5 1 ,8 7 5 5 5 ,9 6 5 3 0 ,2 8 2 1 4 0 ,3 8 0 3 6 ,0 5 4 令和2 7 （ 2 0 4 5 ） 年推計人口（ 人）

8 ,7 2 2

（ 1 2 .8 ）

9 ,0 8 0

（ 1 2 .1 ）

4 ,9 2 6

（ 1 1 .3 ）

1 9 ,1 7 8

（ 1 1 .9 ）

5 ,6 5 7

（ 1 0 .4 ）
令和2 （ 2 0 2 0 ） 年人口（ 人） 割合（ % ）

1 5 歳未満
4 ,5 2 1

（ 8 .7 ）

5 ,5 4 8

（ 9 .9 ）

2 ,5 9 4

（ 8 .6 ）

1 5 ,1 1 5

（ 1 0 .8 ）

2 ,8 9 8

（ 8 .0 ）
令和2 7 （ 2 0 4 5 ） 年推計人口（ 人） 割合（ % ）

3 8 ,6 5 3

（ 5 6 .9 ）

4 1 ,9 0 4

（ 5 5 .8 ）

2 4 ,7 6 1

（ 5 7 .0 ）

9 4 ,8 9 8

（ 5 9 .1 ）

2 9 ,7 9 9

（ 5 4 .6 ）
令和2 （ 2 0 2 0 ） 年人口（ 人） 割合（ % ）

1 5 ～6 4 歳
2 5 ,4 6 9

（ 4 9 .1 ）

2 8 ,7 7 2

（ 5 1 .4 ）

1 3 ,8 7 9

（ 4 5 .8 ）

7 7 ,8 8 8

（ 5 5 .5 ）

1 6 ,0 3 5

（ 4 4 .5 ）
令和2 7 （ 2 0 4 5 ） 年推計人口（ 人） 割合（ % ）

2 0 ,5 9 7

（ 3 0 .3 ）

2 4 ,0 8 5

（ 3 2 .1 ）

1 3 ,7 5 0

（ 3 1 .7 ）

4 6 ,5 8 0

（ 2 9 .0 ）

1 9 ,0 9 0

（ 3 5 .0 ）
令和2 （ 2 0 2 0 ） 年人口（ 人） 割合（ % ）

6 5 歳以上
2 1 ,8 8 5

（ 4 2 .2 ）

2 1 ,6 4 5

（ 3 8 .7 ）

1 3 ,8 0 9

（ 4 5 .6 ）

4 7 ,3 7 7

（ 3 3 .7 ）

1 7 ,1 2 1

（ 4 7 .5 ）
令和2 7 （ 2 0 4 5 ） 年推計人口（ 人） 割合（ % ）

2 ,4 3 1 2 ,9 8 7 1 ,2 5 5 6 ,7 3 5 1 ,9 3 7 令和2 （ 2 0 2 0 ） 年単身高齢者数（ 人）

1 1 .8 1 2 .4 9 .1 1 4 .5 1 0 .1 6 5 歳以上に占める単身高齢者数の割合（ % ）

6 7 ,4 4 0 6 4 ,6 1 2 4 2 ,0 8 9 1 4 6 ,2 8 1 5 1 ,2 7 2 昼間人口
昼間人口

9 9 .2 8 6 .1 9 6 .9 9 1 .1 9 4 .0 昼夜間人口比率

-1 3 1 -5 4 7 -5 6 2 -6 0 4 -7 2 0 年間増減（ 人）

人口動態-3 1 9 -5 0 0 -3 7 3 -7 2 2 -5 1 8 う ち自然動態（ 人）

1 8 8 -4 7 -1 8 9 1 1 8 -2 0 2 う ち社会動態（ 人）

2 4 ,8 9 1 2 8 ,0 0 3 1 4 ,9 2 2 6 9 ,0 0 6 1 8 ,6 8 1 世帯数（ 世帯）

世　 帯

2 .7 2 .7 2 .9 2 .3 2 .9 1 世帯当たり の人興（ 人）

6 1 .9 6 0 .1 5 6 .9 5 3 .8 5 6 .5 核家族の割合（ % ）

2 3 .5 2 4 .1 2 1 .4 3 6 .7 2 0 .7 単独世帯の割合（ % ）

9 .6 1 0 .2 1 4 .9 5 .6 1 6 .0 3 世代世帯の割合（ % ）

7 5 .4 2 9 5 .3 8 1 0 0 .9 1 9 4 1 7 6 .5 7 面積（ km 2） 面　 積

1 ,3 1 9 1 ,1 9 2 1 ,8 2 8 1 ,1 7 0 2 ,2 9 6 農家戸数（ 戸）

農　 業
1 ,4 0 3 1 ,1 2 9 2 ,2 6 1 1 ,5 0 4 2 ,1 1 7 基幹的農業従事者数（ 人）

7 0 .2 7 0 .9 6 4 .4 6 1 .0 7 4 .1 　 う ち6 5 歳以上の割合（ % ）

3 ,0 8 7 3 ,3 3 6 5 ,5 9 6 3 ,6 5 0 7 ,7 0 9 経営耕地面積（ ha）

1 1 1 7 6 1 2 4 6 8 1 3 8 事業所数（ 所）

工　 業6 ,0 5 8 2 ,4 0 0 5 ,8 0 3 1 ,4 8 7 4 ,4 0 4 従業者数（ 人）

1 ,4 0 5 5 6 7 1 ,6 9 2 3 3 9 8 5 4 製造品出荷額等（ 億円）

7 4 3 6 0 4 4 4 2 1 ,1 5 4 5 3 1 事業所数（ 所）

商　 業6 ,5 7 6 4 ,6 0 6 2 ,9 2 5 1 2 ,5 1 9 3 ,1 6 6 従業者数（ 人）

2 ,8 6 0 1 ,0 6 8 8 1 8 6 ,8 2 6 6 8 0 年間商品販売額（ 億円）
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1  地　 勢

○中央区は、 新潟市の放射状に伸びる交通軸の要に位

置し 、 北は日本海に開け中央には信濃川、 東に栗ノ

木川、 西に関屋分水路、 南に鳥屋野潟、 さ ら に海岸

線の白砂青松と いう 水と 緑に囲まれた地域です。

○区の面積は新潟市の全面積（ 7 2 6 .2 8 km 2） の約5 ％

を 占める 3 7 .7 5 km 2で、 8 区の中で一番小さ く なっ

ています。

○地勢はおおむね平たんですが、 鳥屋野潟周辺を はじ

め、 海抜ゼロメ ート ル以下の地域も あり 、 また、 海

岸部に連なる砂丘がわずかに高台を なし ています。

○区内では土地の高度利用が進み、 様々な都市機能が集積し ています。 一方で、 国の重要文化財

である 萬代橋や、 みなと まち の歴史的建造物など、 伝統的文化を 感じ る こ と のでき る まちなみ

も 存在し ています。

2  歴　 史

○寛永年間（ 1 6 2 2 ～4 4 年頃）

海岸砂丘部及び亀田郷の内陸砂丘部と 自然堤防に次々と 村ができ 、 現在の村の原型が出そろ い

まし た。

○明暦元（ 1 6 5 5 ） 年

新潟町が白山・ 寄居島へ移転し 、 現在の町割り の原型と なり 、 こ の時期に西回り 航路が整備さ

れまし た。

第1 章 中央区の概要

重要文化財萬代橋上空よ り 区内を望む
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

○貞享元（ 1 6 8 4 ） 年

沼垂町が阿賀野川・ 信濃川の川欠けにより 、 4 度の移転を 経て現在地に落ち 着き まし た。

○元禄年間（ 1 6 8 8 ～1 7 0 4 年頃）

日本海側最大の港町と なり まし た。

○延享3 （ 1 7 4 6 ） 年

信濃川右岸の大き な中洲・ 附寄島の開発が、 安倍玄的ら 5 人によ り 開始さ れ、 寛延3 （ 1 7 5 0 ）

年に完了し 、 流作場新田と 呼ばれまし た。

○明和5 （ 1 7 6 8 ） 年

新潟町で長岡藩の御用金賦課を き っ かけに町民が蜂起し 、 2 ヵ 月にわたり 涌井藤四郎を 総代と

する 町民によ る 自治が行われまし た。

○天保1 4 （ 1 8 4 3 ） 年

新潟町は幕府領と なり 、 初代新潟奉行と し て赴任し た川村修就は、 砂防林の造成、 物価の安定、

海岸防備、 風俗の改善など様々な施策を 行いまし た。

○安政5 （ 1 8 5 8 ） 年

新潟町は修好通商条約で開港5 港の一つと なり 、 明治元（ 1 8 6 8 ） 年に開港し まし た。

○明治3 （ 1 8 7 0 ） 年

県庁所在地と なり 、 開化政策が積極的に進めら れ、 明治1 0 （ 1 8 7 7 ） 年までに新潟郵便役所、

国立銀行などが置かれまし た。

○明治1 2 （ 1 8 7 9 ） 年

新潟町に寄居白山外新田が編入さ れ区政が施行さ れまし た。

○明治2 2 （ 1 8 8 9 ） 年

関屋村古新田と 合併し 、 全国で最初に誕生し た3 9 市の一つと し て市制が施行さ れまし た。

○大正3 （ 1 9 1 4 ） 年

新潟市と 沼垂町は近代埠頭の築造を 期し て合併し まし た。

○昭和4 （ 1 9 2 9 ） 年

萬代橋は現在の3 代目に架け替えら れまし た。

○昭和1 8 （ 1 9 4 3 ） 年

石山村・ 鳥屋野村と 新潟市は合併し まし た。

○昭和3 0 （ 1 9 5 5 ） 年

新潟大火では市役所を はじ め、 中心市街地の多く の建物が焼失し まし た。

○昭和3 9 （ 1 9 6 4 ） 年

新潟国体が開催さ れま し た。 国体に向けた整備のため、 市街地の堀が全て埋め立てら れま し

た。 また、 同年マグニチュ ード 7 .5 の新潟地震が発生し 、 被害は新潟市中心部に集中し まし た。
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○昭和4 7 （ 1 9 7 2 ） 年

関屋分水路が通水し まし た。

○昭和5 3 （ 1 9 7 8 ） 年

北陸自動車道・ 新潟─長岡間が開通し 、 平成9 （ 1 9 9 7 ） 年までに関越自動車道・ 北陸自動車

道・ 磐越自動車道が全線開通し まし た。

○昭和5 7 （ 1 9 8 2 ） 年

上越新幹線・ 新潟─大宮間が開通し まし た。

○平成3 （ 1 9 9 1 ） 年

上越新幹線が東京駅に乗り 入れ、 新潟─東京間が日帰り 圏内と なり 、 新潟市は日本海側の高速

交通拠点と なり まし た。

○平成8 （ 1 9 9 6 ） 年

拠点性を 高めた新潟市は、 中核市に指定さ れまし た。

○平成1 3 （ 2 0 0 1 ） 年1 月

平成の大合併で、 黒埼町と 合併し まし た。

○平成1 4 （ 2 0 0 2 ） 年

日本・ 韓国で開催さ れたワールド カ ッ プサッ カ ー大会では、 新潟スタ ジアム（ ビ ッ グスワン ）

が試合会場と なり まし た。

○平成1 7 （ 2 0 0 5 ） 年3 月

新津市、 白根市、 豊栄市、 小須戸町、 横越町、 亀田町、 岩室村、 西川町、 味方村、 潟東村、 月

潟村及び中之口村の1 2 市町村と 合併し まし た。

○平成1 7 （ 2 0 0 5 ） 年1 0 月

巻町と 合併し まし た。

○平成1 9 （ 2 0 0 7 ） 年4 月

新潟市は本州日本海側初の政令指定都市と なり 、「 中央区」 が誕生し まし た。

○平成2 0 （ 2 0 0 8 ） 年5 月

主要国首脳会議（ G 8 ＊サミ ッ ト ） の労働大臣会合が朱鷺メ ッ セで開催さ れまし た。

○平成2 1 （ 2 0 0 9 ） 年9 月～1 0 月

第6 4 回国民体育大会（ ト キめき 新潟国体）・ 第9 回全国障害者スポーツ 大会（ ト キめき 新潟大

会） が開催さ れまし た。

○平成2 2 （ 2 0 1 0 ） 年1 0 月

APEC＊食料安全保障担当大臣会合が朱鷺メ ッ セで開催さ れまし た。

○平成2 6 （ 2 0 1 4 ） 年8 月

新潟市・ 沼垂町合併1 0 0 周年記念事業を 開催し まし た。
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

○平成2 8 （ 2 0 1 6 ） 年4 月

主要国首脳会議（ G 7 ＊サミ ッ ト ） の農業大臣会合が朱鷺メ ッ セで開催さ れまし た。

○平成2 9 （ 2 0 1 7 ） 年8 月

中央区役所が市役所庁舎内から 古町地区のN EXT2 1 に移転し まし た。

○平成3 0 （ 2 0 1 8 ） 年4 月

新潟駅高架第1 期開業及び新幹線と 在来線の同一乗り 換えホームの供用が開始さ れまし た。

○平成3 1 （ 2 0 1 9 ） 年1 月

新潟開港1 5 0 周年を 迎えまし た。

○令和元（ 2 0 1 9 ） 年5 月

金融・ 世界経済に関する 首脳会合（ G 2 0 ＊サミ ッ ト ） 新潟農業大臣会合が朱鷺メ ッ セで開催さ

れまし た。

○令和4 （ 2 0 2 2 ） 年3 月

古町ルフ ル広場が完成し 、 新潟市役所ふるまち 庁舎も 入居する 複合商業施設古町ルフ ルがグラ

ンド オープン し まし た。

○令和4 （ 2 0 2 2 ） 年6 月

新潟駅の高架化工事が完了し まし た。

中央区役所（ NEXT21） と 新潟市役所ふる まち 庁舎（ 古町ルフ ル）
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3  自　 然

○新潟市の中心部に位置する新潟西海岸は、 日本海に面し 、 飛砂と 強風から まち を 守る ための防

風林と し て江戸時代末期より ク ロ マツ が植林さ れ、 現在では多様な動植物を 有する 市民の貴重

な自然資源と なっ ています。

○中央区を 流れる 信濃川の両岸には、 全国初の緩やかな堤防（ やすら ぎ堤） が整備さ れ、 緑地や

遊歩道、 サイ ク リ ングコ ースなど、 河川と 一体と なっ た親水空間と し て、 人々が集い、 憩える

やすら ぎの場と なっ ています。

○鳥屋野潟は、 市街地に隣接し 、 貴重な自然環境を 活かし た市民の憩いの場と し て、 また、 市民

の生活を 守る 遊水地と し て、 治水上も 大き な役割を 果たし ているほか、 ガン カ モ類の集団飛来

地である と と も に、 湖岸にはヨ シ が優占する 広大な 湿性草地が形成さ れ、 多様な 動植物の生

育・ 生息環境と なっ ています。

4  人　 口

○人口 1 8 0 ,3 4 5 人（ 8 区の中で最多）

○世帯数 9 0 ,8 6 0 世帯（ 8 区の中で最多）

○1 世帯あたり の人口 2 .0 人（ 8 区の中で最小）

○中央区年齢階層別人口、 将来推計人口（ 階層別）

老年人口（ 6 5 歳以上） の割合　 2 6 .5 .％（ 市全体の割合2 9 .7 ％）

（ 出典） 国勢調査（ R2 ）

5  土地利用

○都心を 擁する 区と し て、 様々な都市機能が集積し 、 土地の高度利用が図ら れています。

○面積　 　 　 3 7 .7 5 km 2（ 8 区の中で最小）

○用途別土地利用面積の割合

宅地が占める 割合が最も 高く なっ ています。

白鳥と 鳥屋野潟
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

6  産　 業

○中央区は、 新潟市の経済を けん引する 中枢の役割を 担っ ており 、 商業の事業所数や年間商品販

売額は8 区の中で最も 多く 、 特に飲食料品、 建築材料などの卸売業や衣料品、 飲食料品などの

小売業の割合が高く なっ ています。

○工業の事業所数は、 食料品製造業、 印刷・ 同関連業の割合が高く なっ ています。

○農業では、 女池菜が新潟市の食と 花の銘産品＊に指定さ れています。

また、 中央区は市内最大の消費地である こ と から 、 市内産農産物の認知度を 高める と と も に地

産地消に努めています。

○北前船の交流により 江戸時代初めから 技術を 積み重ねるこ と で、 伝統的工芸品に指定さ れた新

潟漆器や、 良質な水や水運を 活かし た酒、 みそ、 し ょ う 油、 こ う じ 、 漬物などの発酵食品も 有

名であり 、 こ れら を 活かし た新たな取組が進めら れています。

酒造り女池菜

資料： 新潟市都市計画基礎調査（ H30 ）

宅地（ 住宅用地等）宅地（ 住宅用地等）

40 .5％40 .5％

道路・ 公共施設等道路・ 公共施設等

40 .3 ％40 .3 ％

水面水面

1 1 .1％1 1 .1％

田 3 .8 ％田 3 .8 ％

他の自然地 2 .5 %他の自然地 2 .5 %
畑 1 .6％畑 1 .6％

山林 0 .2％山林 0 .2％
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7  交　 通

○区内には、 国道7 号や8 号など複数の国道の起終点がある ほか、 主要な県道も 中央区を 起点に

複数の路線が整備さ れており 、 北陸自動車道、 磐越自動車道、 日本海東北自動車道の 3 路線へ

のアク セスも 良好です。 国道7 号と 8 号の一部区間は、 全国でも 有数の交通量を 誇る 新潟バイ

パスと し てまち の発展を 支える 大動脈と なっ ています。 また、 新潟バイ パスに接続する栗ノ 木

バイ パスでは立体道路の整備も 進んでおり 、 新潟駅や新潟空港を はじ めと する 区内外の交通結

節点＊や様々な施設等が結ばれています。

○鉄道は、 上越新幹線や在来線 3 路線が乗り 入れている新潟駅があり 、 陸の玄関口と し て公共交

通の結節機能強化に向けた整備が進んでいます。 また、 区内へ新たな駅の設置も 決定し ていま

す。

○バスは、 市内中心部や郊外に向けて多様な路線が運行さ れていると と も に、 新潟駅周辺は県内

外主要都市への高速バスの発着地と なっ ています。

○海路では佐渡航路があり 、 信濃川においては、 水上シャ ト ル便が運行さ れています。 また、 隣

接区の新潟港山ノ 下ふ頭から は関西や北海道への航路も 就航し ています。

整備さ れた道路網 新潟駅

佐渡汽船と まちなみ
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

第2 章 中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画体系図

１ ． 賑わい創出 （ 1 ） まちなかの回遊性を活かし た賑わい創出

（ 2 ） 魅力あふれる商店街の形成

２ ． 交流人口 （ 1 ） 文化・ スポーツ、 観光の充実

３ ． 都市機能 （ 1 ） 安全に通行でき る道路空間の再構築

（ 2 ） 交通基盤の強化

（ 3 ） 鳥屋野潟南部の拠点形成

（ 4 ） 新潟を 堪能し ながら 健康づく り ができ る道路空間の構築

１ ． 協働 （ 1 ） 地域コ ミ ュ ニティ 協議会、 自治会・ 町内会活動の活性化

（ 2 ） 男女共同参画の理解の促進

２ ． 子育て・ 教育 （ 1 ） 安心し て子ども を産み、 育てら れるまちづく り

（ 2 ） 地域と 学校でつく る「 学びの未来」

（ 3 ） 循環型生涯学習の推進

３ ． 健康・ 福祉 （ 1 ） 健やかでいき いき と 暮ら せるまちづく り

（ 2 ） 高齢者を はじ め誰も が住み慣れた地域で安心し て暮ら し

つづけら れるまちづく り

（ 3 ） 障がいのある 人も ない人も 共に認め合い、 いき いき と 暮

ら せる まちづく り

（ 4 ） 生活困窮者への支援

４ ． 防災・ 防犯 （ 1 ） 災害に強い地域づく り

（ 2 ） 交通安全の推進

（ 3 ） 防犯対策の取組

５ ． 生活環境 （ 1 ） 清潔で環境にやさ し いまちづく り

（ 2 ） 安心で快適な住環境づく り

１ ． 水辺 （ 1 ） 水辺に親し める環境の整備

（ 2 ） 美し い水辺があるまちづく り

２ ． 緑化 （ 1 ） 自然環境と の共生

（ 2 ） 緑化推進

１ ． 歴史・ 文化 （ 1 ） 未来に向けた歴史・ 文化の継承

２ ． 産業 （ 1 ） 最大消費地を活かし た地場産品の消費拡大

（ 2 ） 伝統産業の育成・ 支援

（ 3 ） 魅力あふれる商業の振興

（ 4 ） 新たな産業の創出

３ ． まち なみ （ 1 ） 景観に配慮し たまちづく り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ
わ
う
都
心
、
豊
か
な
自
然
、
み
な
と
ま
ち
文
化
が
織
り
な
す
活
気
あ
ふ
れ
る
拠
点
の
ま
ち

区
の
将
来
像

Ⅰ． 賑わいと  

活力あふれ

訪れたく なる 

拠点のまち

区ビジョ ン 基本方針 区ビジョ ンまちづく り 計画

Ⅱ． 共につながり

安心し て 

暮らせるまち

Ⅲ． 水と 緑に 

囲まれた 

自然と 都市が 

共生するまち

Ⅳ． 歴史と 文化を 

受け継ぎ 

発展するまち

目指す区のすがた 大分類 中分類
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各分野に共通する現状、 特性と 課題

【 人 口】

〇中央区は、 8 区の中で最多の人口を 擁し 、 世帯数も 8 区の中で最多と なっ ていますが、 1 世帯

当たり の人数は8 区の中で最小と なっ ており 、 核家族化が進んでいます。

年齢別の構成割合では、 1 5 歳～6 4 歳の人口割合は全市平均と 比較し て高く なっ ており 、 職住

近接の利便性の高い居住地と し て、 学生や働き 手が集まる 一方で、 0 ～1 4 歳の人口割合は全

市平均を 下回っ ています。 また、 6 5 歳以上の人口割合は全市平均より も 低く なっ ています。

地区別にみる と 、 市全体の中でも 非常に高い高齢化率を 示し ている 地区がある 一方で、 大規模

な宅地開発が進み、 人口増が見込まれる 地区も あり ます。 地区によ る 人口構成の偏り が見ら れ

ます。

全体と し ては、 少子・ 高齢化の進行と 人口減少は今後も 続く こ と が予想さ れており 、 こ のこ と

により 様々な分野で影響が生じ る こ と が予想さ れます。

将来推計人口（ 人口ビジョ ンのベース推計を 基にし た区別人口）

第3 章 中央区の現状、特性と 課題／まちづく り の方針

単位： 人

実績値 推計値（ 人口ビジョ ン・ 新潟市総合計画2 0 3 0 ）

平成2 7 年
（ 2 0 1 5 年）

令和2 年
（ 2 0 2 0 年）

令和 7 年
（ 2 0 2 5 年）

令和1 2 年
（ 2 0 3 0 年）

令和1 7 年
（ 2 0 3 5 年）

令和2 2 年
（ 2 0 4 0 年）

令和2 7 年
（ 2 0 4 5 年）

新潟市 8 1 0 ,1 5 7 7 8 9 ,2 7 5 7 6 4 ,4 8 1 7 3 6 ,1 0 6 7 0 4 ,1 2 0 6 6 7 ,9 6 5 6 3 1 ,5 1 0

中央区 1 8 3 ,7 6 7 1 8 0 ,3 4 5 1 7 9 ,8 7 7 1 7 6 ,5 3 8 1 7 2 ,2 7 3 1 6 6 ,8 5 3 1 6 0 ,9 9 5

（ 市内構成率） 2 2 .7 % 2 2 .8 % 2 3 .5 % 2 4 .0 % 2 4 .5 % 2 5 .0 % 2 5 .5 %

0 ～1 4 歳人口 2 0 ,9 4 5 1 9 ,5 9 9 2 0 ,2 3 4 1 9 ,1 9 0 1 7 ,9 1 5 1 6 ,9 6 0 1 6 ,0 8 4

0 ～1 4 歳割合 1 1 .4 % 1 0 .9 % 1 1 .2 % 1 0 .9 % 1 0 .4 % 1 0 .2 % 1 0 .0 %

1 5 ～6 4 歳人口 1 1 6 ,8 5 8 1 1 2 ,9 8 1 1 1 0 ,4 2 6 1 0 6 ,5 8 5 1 0 1 ,2 5 4 9 3 ,7 4 1 8 7 ,6 2 3

1 5 ～6 4 歳割合 6 3 .6 % 6 2 .6 % 6 1 .4 % 6 0 .4 % 5 8 .8 % 5 6 .2 % 5 4 .4 %

6 5 歳以上人口 4 5 ,9 6 4 4 7 ,7 6 5 4 9 ,2 1 7 5 0 ,7 6 2 5 3 ,1 0 4 5 6 ,1 5 1 5 7 ,2 8 8

6 5 歳以上割合 2 5 .0 % 2 6 .5 % 2 7 .4 % 2 8 .8 % 3 0 .8 % 3 3 .7 % 3 5 .6 %

北区 7 6 ,3 2 8 7 2 ,8 0 4 7 0 ,7 0 1 6 7 ,2 9 9 6 3 ,5 4 9 5 9 ,3 9 3 5 5 ,2 8 5

東区 1 3 7 ,5 7 7 1 3 4 ,4 4 6 1 2 7 ,6 6 1 1 2 1 ,6 2 3 1 1 4 ,9 0 9 1 0 7 ,6 9 0 1 0 0 ,6 7 4

江南区 6 8 ,9 0 6 6 7 ,9 7 2 6 4 ,8 1 7 6 2 ,0 9 8 5 8 ,9 8 5 5 5 ,4 5 3 5 1 ,8 7 5

秋葉区 7 6 ,8 4 3 7 5 ,0 6 9 7 0 ,7 3 6 6 7 ,3 1 9 6 3 ,6 9 4 5 9 ,7 9 0 5 5 ,9 6 5

南区 4 5 ,6 8 5 4 3 ,4 3 7 4 1 ,1 1 4 3 8 ,6 5 1 3 6 ,0 5 7 3 3 ,2 0 1 3 0 ,2 8 2

西区 1 6 2 ,8 3 3 1 6 0 ,6 5 6 1 5 8 ,1 5 1 1 5 4 ,7 5 9 1 5 0 ,5 7 5 1 4 5 ,5 3 4 1 4 0 ,3 8 0

西蒲区 5 8 ,2 1 8 5 4 ,5 4 6 5 1 ,4 3 4 4 7 ,8 1 8 4 4 ,0 7 7 4 0 ,0 5 2 3 6 ,0 5 4

※推計値は５ 歳階級毎に按分計算し 積み上げているため、 各区人口の合計と 市全体の人口が合わない場合がある
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

中央区の人口推移

区別人口密度

【 土地利用】

〇中央区は、 8 区の中で最小の面積であり ながら 、 都心を 擁する 区と し て、 市街化と 都市機能の

集積が進み、 その多く が住宅用地、 商業用地、 道路・ 公共公益用地と し て土地の高度利用が図

ら れています。

こ う し た現状を 踏まえ、各地区の地理的特性に配慮すると と も に、地域ニーズも 把握し ながら 、

将来を 見据えたまち づく り を 考える こ と が必要です。

出典： 国勢調査（ R2 ）

（ 人／km 2）

新潟市 北区 東区 中央区 江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区

1 ,086 .8 6 7 6 .6 3 ,4 8 1 .3 4 ,7 7 7 .4 9 0 1 .2 7 8 7 .1 4 3 0 .5 1 ,7 0 9 .1 3 0 8 .9

11 .4 % 10 .9 % 11 .2 % 10 .9 % 10 .4 % 10 .2 % 10 .0 %

6 3 .6% 6 2 .6 % 61 .4 %
6 0 .4 % 5 8 .8 %

5 6 .2 %
5 4 .4 %

2 5 .0 %
2 6 .5% 2 7.4 %

2 8 .8 %
3 0 .8 %

3 3 .7 %
3 5 .6%

（ 人）

実績値

0 ～1 4 歳人口 1 5 ～6 4 歳人口 6 5 歳以上人口

0 ～1 4 歳割合 1 5 ～6 4 歳割合 6 5 歳以上割合

2 0 0 ,0 0 0

1 5 0 ,0 0 0

1 0 0 ,0 0 0

5 0 ,0 0 0

0

8 0 .0 %

2 0 .0 %

0 .0 %

4 0 .0 %

6 0 .0 %

推計値

平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年

1 8 3 ,7 6 7

116 ,858

4 5 ,9 6 4
47,76 5 49 ,217

5 0 ,76 2 5 3 ,10 4

5 6 ,151 57,2 8 8

112 ,981 110 ,426 106 ,585

101,254 93 ,741
87,623

1 8 0 ,3 4 5 1 7 9 ,8 7 7 1 7 6 ,5 3 8
1 7 2 ,2 7 3

1 6 6 ,8 5 3
1 6 0 ,9 9 5

20 ,9 4 5 19 ,5 9 9 20 ,2 3 4 19 ,19 0 17,915 16 ,9 6 0 16 ,0 8 4
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【 将来想定さ れる変化・ 課題を見据えた施策展開】

〇都市化の進展や就労形態の変化などラ イ フ スタ イ ルの変化や価値観の多様化、 意識の変化など

も 進んでおり 、 今後の8 年間、 また、 その先に起こ る可能性がある 社会変化に対し ても 積極的

に対応し ていく こ と が必要です。

【 区政運営】

〇持続可能で効果的な行政サービ スを 提供し ていく

ためには、 少子高齢化を はじ めと する 人口構成の

変化や施設の老朽化などを 踏まえ、 行政機能のさ

ら なる 効率化・ 適正化に加え、 区民の利便性の向

上などの観点が必要です。

○オンラ イ ンでの手続や、 マイ ナン バーカ ード を 活

用し た、 コ ン ビ ニエン ススト アでの証明書交付な

ど、 社会情勢の変化に合わせた行政サービスが必

要と なっ ている 一方、 高齢化の進展に伴い、 よ り

丁寧な対応が必要と なっ ています。 多く の人が利

用する 区役所と し て、 やさ し い日本語＊を 使う な

ど分かり やすく 親切・ 丁寧な対応を 徹底する こ と

や、 窓口の利便性を 高めるこ と で、 市民満足度の

向上を 図っ ていく こ と が必要です。

南出張所
（ 南地区センタ ー）

関屋行政
サービス
コ ーナー

入船連絡所

東出張所

石山出張所

中央区区役所出張所別人口（ 各年1 0 月1 日現在）

行政区、
区役所・ 出張所

平成2 7
（ 2 0 1 5 ）年

人口（ 人）

令和2
（ 2 0 2 0 ）年

人口（ 人）

新潟市 8 1 0 ,1 5 7 7 8 9 ,2 7 5

中央区 1 8 3 ,7 6 7 1 8 0 ,3 4 5

中央区役所 5 9 ,3 7 9 5 6 ,6 5 6

東出張所 2 8 ,9 3 2 2 8 ,0 0 7

南出張所 9 5 ,4 5 6 9 5 ,6 8 2

（ 出典） 令和2 年国勢調査報告書（ 新潟市）

住民基本台帳上の外国人住民の人口（ 各年9 月末日現在）

平成2 7 年
（ 2 0 1 5 年）

令和 2 年
（ 2 0 2 0 年）

新潟市合計 4 ,7 7 8 5 ,6 0 1

う ち 中央区 1 ,5 3 9 1 ,8 4 2

出典：  新潟市ウェ ブサイ ト 「 住民基本台帳上の外
国人住民の人口」
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賑わいと 活力あふれ

訪れたく なる拠点のまちⅠ

まちづく り 計画体系図（ 再掲）

１ ． 賑わい創出

２ ． 交流人口

３ ． 都市機能

（ 1 ） まち なかの回遊性を 活かし た賑わい
創出

（ 4 ） 新潟を 堪能し ながら 健康づく り がで
き る道路空間の構築

（ 2 ） 魅力あふれる商店街の形成

（ 1 ） 文化・ スポーツ、 観光の充実

（ 1 ） 安全に通行でき る道路空間の再構築

（ 2 ） 交通基盤の強化

（ 3 ） 鳥屋野潟南部の拠点形成

賑わいと

活力あふれ

訪れたく なる

拠点のまち

Ⅰ



20

●江戸時代の町割り に始ま る 街区やみなと ま ち の風情を 残す建造物な ど が多く 残っ ている 地

区、 大規模な商業施設が集積し 、 公共交通タ ーミ ナルの機能を 持つ地区、 また新潟駅連続立

体交差事業に伴う 整備が進む地区などがあり 、 多く の人々の往来が盛んです。 引き 続き 、 利

便性、 回遊性の向上を 図り 、 まち なか＊の賑わいを 創出する 取組が必要になり ます。

●中央区は、 新潟市の経済を けん引する 役割を 担っ ていますが、 その中核と なる 区内の商店街

において歩行者通行量が減少する と と も に、 空き 店舗が多く 見ら れる ため、 地域の魅力を 活

かし た空き 店舗活用や賑わいを 創出する 取組を 支援する など、 商店街の実情に合わせた支援

や生産性の向上を 推進し ていく こ と が必要です。

●中心市街地における 公共施設や文化施設などで来訪者や外国人定住者などに向けた情報提供

の重要性が増し ています。

新潟市商店街連盟「 商店街歩行者通行量調査」 を基に新潟市で作成

歩行者通行量（ 地区別） 古町 万代 新潟駅

60 ,0 0 0

5 0 ,0 0 0

4 0 ,0 0 0

3 0 ,0 0 0

2 0 ,0 0 0

1 0 ,0 0 0
平成 29 年 平成 30 年 令和元年 令和 2 年 令和 3 年

現状／特性と 課題

（ 1 ） まちなかの回遊性を活かし た賑わい創出

●既存公共交通の活用や改善に取り 組み、 住む人、 働く 人、 学ぶ人、 そし て観光やビ ジネス等

で訪れる 人にと っ て快適でわかり やすい利用環境の充実や、 多様な手段によ る 回遊性の向上

を 図り 、 賑わいや活力の創出に努めます。

●新潟駅周辺・ 万代・ 万代島・ 古町を つなぐ 「 にいがた2 km ＊」 において、 高次都市機能の集

積や魅力の創出、 賑わいづく り を 市民と と も に取り 組むこ と で、「 緑あふれ、 人・ モノ ・ 情

報が行き 交う 活力ある エリ ア」 を 創造し 、 8 区のネッ ト ワーク 強化を 図り ながら 、 新潟市経

済・ 産業の発展を けん引する 成長エンジン と し ていく 取組を 推進し ます。

ま ち づく り の方針

1 賑わい 創出
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

Ⅰ
賑
わ
い
と
活
力
あ
ふ
れ

訪
れ
た
く
な
る
拠
点
の
ま
ち

●萬代橋周辺の道路や河川など の公共空間の活用や、

都市開発事業を 通じ て、 まち なかで楽し める 空間を

つく る と と も に、 信濃川の自然や水辺を 活かし た景

観づく り や環境整備など、 官民連携による 地域の賑

わい創出と 活性化に向けた施策を 展開し 、 萬代橋周

辺なら ではの魅力的なまち なか空間の形成を 目指し

ます。

●「 古町」「 西大畑」「 し も まち 」 各地区は、 みなと ま

ち新潟の人の交流を 象徴する 固有の歴史・ 文化資産

の保全や活用、 新潟駅周辺・ 万代・ 万代島・ 古町を

つなぐ 都心軸では、 日本海拠点都市の風格を 感じ る

都市空間の形成、 万代シ テ イ で は賑わいの創出な

ど、 まち なかや隣接する各地区特性を 活かし 、 魅力

や価値を 高め、 後世に継承でき るよ う 関係者と 連携

し ながら 良好な景観の形成に取り 組むと と も に、 楽

し みながら 回遊でき る 都市空間を 創出し ます。

●中央区において定着し ている 「 まち 歩き 」 を 関係団

体と 連携する などさ ら に進化さ せ、 地域の魅力の発

掘及び区内外への発信に努めます。

●来訪者や外国人定住者などの利便性の向

上や中央区の魅力のアピ ールのために、

中心市街地における 公共施設や文化施設

における サイ ン の活用など誰にでも わか

り やすい情報提供に努めます。

萬代橋と 信濃川やすら ぎ堤

案内サイ ン

東大通と 新潟駅

新潟駅周辺・ 万代・ 万代島・ 古町を つなぐ 「 にいがた 2 km」
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（ 2 ） 魅力あふれる商店街の形成

●商店街の新たなイ メ ージづく り に向け

た取組を 支援し 、 多く の人が行っ てみ

たく なる、 歩いてみたく なる まち を 目

指し ます。

●商店街が、 住む人、 働く 人、 学ぶ人、

そし て観光やビジネス等で訪れる 人が

求める 多様なニーズに応え、 住民の暮

ら し や利用する人を 支える 視点を 持っ

た場と し て持続、 発展でき る よう 、 地

域の要望を 踏まえた支援に努めます。

●新潟市は大規模な国際会議や学会、 展示会などが開催さ れる 都市であり 、 その多く が開催さ

れる 中央区には国内外から 多く の参加者が訪れ、 滞在し ます。 外国人を 含めた来訪者が心地

よ く 催し に参加でき 、 滞在を 楽し める環境整備と 、 おも てなし の雰囲気づく り が必要です。

●中央区は、 信濃川や鳥屋野潟、 日本

海な ど の豊かな 自然環境に恵ま れ

ている ほか、 新潟スタ ジアム（ ビ ッ

グスワン） や朱鷺メ ッ セ、 新潟市民

芸術文化会館（ り ゅ ーと ぴあ）、 新

潟市アイ スアリ ーナ、 新潟市水族館

（ マ リ ン ピ ア 日本海） など 、 県や市

を 代表する 文化・ ス ポーツ ・ 観光

施設があり 、 市内外から 多く の人々

が集い、 賑わっ ています。 今後、 イ

ベン ト 内容の充実、 施設間の連携、

市内外へのPRなどにより 、 さ ら なる 交流人口＊の拡大を 図るこ と が必要です。

●県内有数の水産物の水揚げ基地である と と も に新潟港の賑わい・ 交流の中心と なっ ている 万

代島地区において、 賑わい創出と 活性化に向けた取組が必要です。

現状／特性と 課題

2 交流人口

新潟市民芸術文化会館（ り ゅ ーと ぴあ）

万代シテイ
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画
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（ 1 ） 文化・ スポーツ、 観光の充実

●江戸時代から 続く 町割り や花街（ かがい）、 歴史的な建造物など 中央区の魅力を 区民や市内

外の観光客にまち 歩き を 通し て伝える と と も に、 信濃川を めぐ る 水上シャ ト ル便など中央区

の魅力的な資源を 活用し た観光客の誘致を 図り 交流人口の増加を 目指し ます。

●中央区の文化・ スポーツ 資源を 区民が利用し やすいよ う な環境整備に努める と と も に、 市街

地に隣接し てひろ がる 豊かな自然環境などの特色ある 観光資源も 活用し ながら 、 大規模な文

化・ スポーツ イ ベン ト などを 誘致する こ と のでき る まちを 目指し ます。

●万代島地区について、 関係者と 連携し ながら 、 アク セス機能の強化を はじ めと し て賑わい創

出を 目指し た取組を 検討し ていき ます。

●万代地区の「 新潟市マン ガ・ アニメ 情報館」 や古町地区の「 新潟市マンガの家」 を 中心に「 マ

ン ガ・ アニメ 」 で賑わう まち を 目指し て 、「 にいがたアニメ ・ マン ガフ ェ スティ バル」 など

のイ ベン ト と 連携し た関連事業の内容の一層の充実に努める など、 文化の継承・ 発展、 文化

産業の発展と 交流人口の増加を 目指し ます。

ま ち づく り の方針

ビ ッ グスワン マリ ン ピ ア日本海

「 マン ガ・ アニメ のまち にいがた」 サポート キャ ラ ク タ ー

花野古町＆笹団五郎
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●まち なかでは、 歩行者と 自転車のいずれの通行量も 多く 歩行者の安全を 第一と し て、 歩行者

と 自転車が安心安全に通行でき る 道路空間の再構築が必要です。

●まち なかの歩道では、 路上駐輪によ り 歩行者の通行の支障になっ ている と こ ろ も あり 、 駐輪

場の確保や、 駐輪マナーの向上が課題と なっ ています。

●美し いま ち なみを 形成し 、 都市景観の向上を 図る と と も に、 ユニバーサルデザイ ン ＊に基づ

く 歩行空間の整備が必要です。

●新潟駅周辺地区において は、 鉄

道によ っ て 市街地が南北に分断

さ れ、 鉄道を 横断する 交通の混

雑な ど の問題があり ま す。 都市

機能強化に向け、 立体交差道路

や新潟駅新万代広場な ど の供用

に向けた新潟駅周辺整備の着実

な推進が重要と なっ ています。

●市内中心部及び中心部と 郊外を

結ぶ、 多く の路線バス が運行さ

れ て い ま す。 新 潟 駅 直 下 バ ス

タ ーミ ナルの整備によ り 、 南北

市街地がつな がる こ と から 、 バ

ス路線も 大き な転換期を 迎えます。 地域ニーズに応じ た生活交通の確保に向けた検討を 行う

と と も に、 中央区の各地域において、 誰も が公共交通などで移動し やすい環境の整備に努め

る こ と が必要です。

●豊かな 自然を 残す鳥屋野潟や高速交通網の結節点に隣接する 鳥屋野潟南部地区約2 7 0 ヘク

タ ールにおいて、 優れたアメ ニティ 空間の創出や新し い都市機能、 民間活力の導入によ る 開

発推進が必要です。

●健康づく り やレ ジャ ーに最適な歩行者、 自転車の専用コ ースが整備さ れまし たが、 利用者か

ら コ ースが分かり づら く 歩行者と 自転車が錯綜し 危険な ど の改善要望や指摘がある こ と か

ら 、 こ れを 解決する と と も に、 更なる価値を 増し ていく こ と が必要です。

現状／特性と 課題

3 都市機能

工事が進む新潟駅新万代広場
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

Ⅰ
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と
活
力
あ
ふ
れ

訪
れ
た
く
な
る
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の
ま
ち

（ 1 ） 安全に通行できる道路空間の再構築

●ユニバーサルデザイ ン の考えに基づいた整備を 推進し 安全な歩行空間を 確保する と と も に、

都市景観及び都市防災機能の向上に努めます。

●まち なかにおいて、 歩行者と 自転車が安心安全に通行でき る 道路空間の整備・ 活用や駐輪場

の確保など、 人中心のウォ ーカ ブルな空間＊形成に努めます。

（ 2 ） 交通基盤の強化

●新潟駅周辺地区の整備を 進める と と も に立体交差道路など主要道路の整備を 進め、 道路ネッ

ト ワーク の強化を 図り ます。

●誰も が、 自動車へ過度な依存を せずと も 、 それぞれのラ イ フ スタ イ ルや状況に合わせて自転

車や公共交通機関などの多様な手段を 組み合わせて移動し やすい環境の実現と 持続可能な公

共交通ネッ ト ワーク の構築に向

けた検討に取り 組みます。 また、

公共交通の利用促進と ま ち な か

の活性化に向けて、 デジ タ ル技

術を 活用し た情報の提供と 情報

連携の充実、 モ ビ リ テ ィ ・ マ ネ

ジ メ ン ト ＊によ る 意識啓発に取

り 組みます。

ま ち づく り の方針

人中心の空間づく り 自転車通行帯

市内を 走る バスと シェ アサイ ク ル
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（ 3 ） 鳥屋野潟南部の拠点形成

●鳥屋野潟南部地区における 住居・ 交流拡大ゾーン の開発促進に向けたスムーズな手続・ 調整

を 行う など、 複合拠点と し ての整備を 支援し ます。

（ 4 ） 新潟を堪能し ながら 健康づく り ができ る道路空間の構築

●ぐ る り ん新潟島（ 新潟島一周自転車道） の利便性・ 安全性の向上を 継続し て図る と と も に、

区民を はじ め、 市内外の方々がシェ アサイ ク ルなどを 利用し て気持ち 良く 街に出かけ、 新潟

を 堪能し て気軽に健康づく り ができ る環境整備に努めます。

ぐ るり ん新潟島 距離標（ 例）



まちづく り 計画体系図（ 再掲）

共につながり

安心し て暮ら せるまちⅡ

１ ． 協働

２ ． 子育て・ 教育

３ ． 健康・ 福祉

４ ． 防災・ 防犯

５ ． 生活環境

（ 1 ） 地域コ ミ ュ ニティ 協議会、 自治会・
町内会活動の活性化

（ 2 ） 男女共同参画の理解の促進

（ 1 ） 安心し て子ども を 産み、 育てら れる
まちづく り

（ 2 ） 地域と 学校でつく る「 学びの未来」

（ 3 ） 循環型生涯学習の推進

（ 2 ） 高齢者を はじ め誰も が住み慣れた地域で
安心し て暮ら し つづけら れる まちづく り

（ 3 ） 障がいのある 人も な い人も 共に認め 
合い、 いき いき と 暮ら せるまちづく り

（ 1 ） 健やかでいき いき と 暮ら せる まちづく り

（ 4 ） 生活困窮者への支援

（ 1 ） 災害に強い地域づく り

（ 2 ） 交通安全の推進

（ 3 ） 防犯対策の取組

（ 2 ） 安心で快適な住環境づく り

（ 1 ） 清潔で環境にやさ し いまちづく り

共につながり

安心し て

暮ら せるまち
Ⅱ
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●都市化の進展や核家族化、 就労形

態の変化な ど ラ イ フ ス タ イ ルの変

化や価値観の多様化な ど に よ り 、

地域の連帯感が希薄化し て いる 一

方で、 防災や福祉な ど 公的サービ

ス の多様化に伴い、 地域活動の重

要性が高ま っ て いる ため、 活動の

主体と な る 地域コ ミ ュ ニ テ ィ の活

性化を 図っ ていく こ と が必要です。

●人口減少・ 少子高齢化の進行に伴

い、 住民自治の礎と な る 自治会・

町内会や地域コ ミ ュ ニテ ィ 協議会＊における 担い手不足が現在よ り さ ら に進む可能性がある

なか、 持続可能な住民自治を 実現する ためには、 活動内容や管理運営体制の見直し 、 民間活

力、 地域外人材の活用などが重要になっ てき ます。

●地域が持続可能な形でコ ミ ュ ニティ 活動に取り 組むう えで、 活動に必要と なる 施設や場所を

十分に確保する こ と ができ ていない地域コ ミ ュ ニティ 協議会があり 、 活動拠点の確保が課題

と なっ ています。

●一人一人の人権を 尊重し 、 固定的な性別役割分担意識や性差に関する 偏見・ 固定観念、 アン

コ ン シャ ス・ バイ アス（ 無意識の思い込み）＊のない社会の実現に向けた取組が必要です。

現状／特性と 課題

（ 1 ） 地域コ ミ ュ ニティ 協議会、 自治会・ 町内会活動の活性化

●子ども や若い世代へ地域防災や福祉活動への参加を 促すなど、 将来の地域活動の担い手と し

ての意識を 醸成する と と も に社会性の向上を 図っ ていき ます。

●地域住民が主体と なり 様々な取組を 行う 自治会・ 町内会や地域コ ミ ュ ニティ 協議会の活動や

団体運営を 支援し ます。

●各種団体の情報交換の促進や研修の実施などによ り 、 地域コ ミ ュ ニティ 協議会の人材育成を

推進し ます。

ま ち づく り の方針

1 協働

「 持続可能な地域づく り 支援事業」 研修会
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画
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●中央区は、 子育て世帯に占める 核家族の割合が高く 、 転入する 子育て世帯も 多いこ と から 、

身近な 支援を 受けづら い場合があり 、 子育て に不安や悩みを 抱え る 世帯の孤立化が課題と

な っ て いま す。 こ のため身近な 地域において 子ど も の健やかな 成長を 支え る 仕組みづく り

や、 ネッ ト ワーク （ 家庭・ 企業・ 地域・ 行政） の強化が必要です。

現状／特性と 課題

2 子育て ・ 教育

●地域活動の拠点については、 施設の借上げや整備などの助成を 行う と と も に、 公共施設の再

編によ る 施設の空き スペースの活用を 含めて検討する など、 財産経営の推進にも 配慮し なが

ら 必要と なる 拠点機能の確保を 図っ ていき ます。

（ 2 ） 男女共同参画の理解の促進

●誰も が多様性を 認め合いながら 、 一人一人

の人権を 尊重し 、 性別によ る 固定的な役割

分担意識やアン コ ン シャ ス・ バイ アス（ 無

意識の思い込み） の解消に向け、 意識啓発

と 理解促進に取り 組みます。

男女共同参画事業

※施設等の世帯（ 寮・ 寄宿舎の学生・ 生徒など） を除く 。  資料： 国勢調査（ R2）

表： 6 歳未満の世帯員がいる 世帯

区名
世帯数 ※

6 歳 未 満 の 世 帯

員のいる 世帯

6 歳 未満 の 世 帯

員のい る 核家族

世帯

6 歳 未 満 の 世 帯

員のい る 世帯の

割合

6 歳 未 満 の 世 帯

員のい る 世帯の

う ち 核家族世帯

の割合

A B C B／A C／B

北　 区 2 7 ,3 4 4 2 ,1 2 7 1 ,5 5 5 7 .8 % 7 3 .1 %

東　 区 5 7 ,4 1 7 4 ,6 6 4 3 ,9 9 1 8 .1 % 8 5 .6 %

中央区 9 0 ,7 4 8 5 ,8 2 8 5 ,3 3 0 6 .4 % 9 1 .5 %

江南区 2 4 ,8 4 7 2 ,4 1 7 1 ,9 3 7 9 .7 % 8 0 .1 %

秋葉区 2 7 ,9 4 5 2 ,4 7 8 1 ,9 6 5 8 .9 % 7 9 .3 %

南　 区 1 4 ,8 7 1 1 ,3 8 2 9 1 8 9 .3 % 6 6 .4 %

西　 区 6 8 ,8 8 3 5 ,4 5 2 4 ,6 9 6 7 .9 % 8 6 .1 %

西蒲区 1 8 ,6 4 2 1 ,4 6 1 9 0 7 7 .8 % 6 2 .1 %

新潟市合計 3 3 0 ,6 9 7 2 5 ,8 0 9 2 1 ,2 9 9 7 .8 % 8 2 .5 %
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●全ての子ども が、 かけがえのない、 人格と 人権を 持っ た一人の人間と し て尊重さ れ、 今を 豊

かに生き 、 成長発達する 権利を 有し ている こ と 、 そし て、 大人がこ れを 保障する 責務がある

こ と を 一人一人が理解する こ と が重要です。

●市立の小学校、 中学校、 中等教育学校及び特別支援学校でコ ミ ュ ニティ ・ スク ール＊の取組

を 推進し ています。 こ れまでの地域と 学校パート ナーシッ プ事業＊によ っ て築いてき た土台

の上に、 さ ら に地域と 学校の関係の深化を 進め、「 地域総がかり 」 で地域の将来を 担う 子ど

も の学びと 成長を 支えていく こ と が重要です。

●人生1 0 0 年時代を 迎え、 区民が豊かな人生を 送る ためにも 、 生涯学習と の関わり 方が重要と

なっ ています。

（ 1 ） 安心し て子ども を産み、 育てら れるまちづく り

●子育てについての学習機会の提供や親同士の仲間づく り を 支援する など、 子育て中の親など

の不安や負担の軽減を 図っ ていき ます。

●安心し て子ども を 産み・ 育てる こ と ができ る よ う に、 身近な地域で見守り 、 子育てする 取組

を 支援し 子育てし やすい環境づく り に努めます。

●生ま れる 前から 、 子育て に対する 不

安を 軽減し 、 安心し て 子ど も を 産

み・ 育て る こ と がで き る 意識を 高め

る と と も に、 男女と も に取得し やす

い育児休業制度や男性の育児参加な

ど を 積極的に推進する ための啓発に

努めます。

●子育ての先輩である 祖父母の育児参

加を 促進する こ と によ り 、 家族の支

え 合い・ 助け合いによ る 子育て 支援

の向上に取り 組みます。

●中央区内の子育て支援施設やイ ベン ト 情報を 発信し 、 子ども と と も に子育て中の親も 楽し く 、

のびのびと 子育てでき る環境づく り に努めます。

●全ての子ども が豊かな子ども 期を 過ごすこ と ができ る よ う 、 新潟市子ども 条例の趣旨を 、 権

利の主体である子ども たち のほか、 幅広い市民への普及・ 啓発に努めます。

●児童虐待防止に向け、 中央区内の関係機関や施設などと の連携によ り 、 家庭支援に努めます。

ま ち づく り の方針

沐浴体験のよ う す
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（ 2 ） 地域と 学校でつく る「 学びの未来」

●「 地域と と も にある 学校」 を 目指し 、

学校と 地域が共通の目標を も っ て、 学

校と 社会教育施設、 家庭、 地域を つな

ぐ ネ ッ ト ワーク づく り を さ ら に進め、

子ど も の豊かな成長を 支え る 取組の推

進に努めます。

●コ ミ ュ ニティ ・ スク ールの推進に向け、

学校と 地域と の良好な関係づく り のた

め、 地域と 学校パート ナーシッ プ 事業

な ど へ地域住民の参画を 促進し 、 学校

教育活動を 支援する 仕組みづく り に努

めます。

（ 3 ） 循環型生涯学習
＊
の推進

●区民の主体的な学習活動を 推進する ため、 時代や社会の変化並びに学習ニーズ、 地域課題に

応じ た多様な学習企画や学習情報の提供に努めます。

●区民が学んだ知識や成果を 教育活動や地域に活かすために、 地域課題の解決や地域の活性化

を 推し 進める 人材を 育成する と と も に、 学校や地域などと 連携し ながら 、 その活動の場を 支

援し ます。

●がん、 心疾患、 脳血管疾患など生活習慣病関連疾患の死因に占める 割合は依然高く なっ てい

ます。 健康でいき いき と し た生活を 送る ためには、 特定健診、 がん検診の受診率向上の取組

を はじ め、 食生活改善推進委員や運動普及推進委員などのボラ ン ティ アや地域コ ミ ュ ニティ

協議会などと 連携し 、 健康づく り に取り 組むこ と が必要です。

●こ こ ろ の健康を 保つための適切な睡眠、 休養、 スト レ スと の付き 合い方について、 情報発信

と 普及啓発を 行う こ と が必要です。

●中央区の高齢化率は、 市平均よ り 低いも のの、 小学校区単位では、 市内でも 高齢化率の高い

地域があり ます。 住民はも と よ り 、 地域内事業所なども 含めた地域社会全体で医療、 介護、

予防、 住まい、 生活支援が一体的に提供さ れる 地域づく り を 進めていく こ と が必要です。

現状／特性と 課題

3 健康・ 福祉

学校運営協議会
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●区民の支援ニーズの中には、 複数の生活上の課題を 抱え複雑化・ 複合化し たも のも あり ます。

介護や障がいなど分野ごと の支援だけでは対応が難し い場合も ある ため、 包括的に支援する

体制の整備が必要です。

●障がい者の就労支援事業所や地域活動

支援セン タ ーなど中央区の通所施設は、

公共交通の利便性が高い こ と も あ り 、

他区の障がい者も 利用し て いま す。 ま

た、 他区と 比較し て も 障がい 者用グ

ループ ホームが少な いと いう 現状も あ

り 、 障がい者が住み慣れた地域で 住み

続ける こ と がで き る よ う 、 施設の開設

を 関係機関に働き かける と と も に地域

の理解を 進めていく こ と が必要です。

●生活困窮世帯の方がよ り 安定し た生活

を 送る こ と がで き る よ う に、 中央区に

開設し た 職業相談コ ーナ ーを 活用し 、

市が提供す る 福祉サー ビ ス と 一体と

なっ て就労支援を 図っ ていく こ と が必要です。

●生活困窮世帯においては、 学習機会の不足から その子ども まで貧困に陥る ケースがあり ます。

そのよ う な事態を 防ぐ ため、 現在行っ ている 学習支援を 継続実施し 、 学習習慣の定着や学力

の向上を 図る こ と が必要です。

（ 1 ） 健やかでいき いきと 暮ら せるまちづく り

●がん、 心疾患、 脳血管疾患などの生活習慣病の罹患（ り かん） 率を 下げ、 死亡率を 減少さ せ

る ために、 区民の禁煙や適正飲酒、 適度な運動、 食生活改善などの取組を 支援し ます。 また、

特定健診やがん検診、 歯科検診の定期的な受診を 勧め、 早期発見、 早期治療につなげる よ う

に努めます。

ま ち づく り の方針

表： 6 5 歳以上の割合

北区 東区 中央区 江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区 新潟市合計

32 .0 % 2 9 .2 % 2 6 .5 % 3 0 .3 % 3 2 .1 % 3 1 .7 % 2 9 .0 % 3 5 .0 % 2 9 .7 %

資料： 国勢調査（ R2）

障がい者グループホーム定員数と 人口比

比率： 千分率（ ‰）

棟数 定員合計 人口 比率（ ‰）

北 7 8 0 7 2 ,1 0 0 1 .1 1  

東 1 0 1 2 6 1 3 3 ,9 4 3 0 .9 4  

中央 9 1 3 4 1 7 3 ,4 8 2 0 .7 7  

江南 5 5 1 6 8 ,2 3 3 0 .7 5  

秋葉 8 1 1 6 7 5 ,6 4 2 1 .5 3  

南 5 8 3 4 3 ,4 3 3 1 .9 1  

西 1 4 2 3 2 1 5 4 ,8 6 2 1 .5 0  

西蒲 3 1 9 5 4 ,7 7 3 0 .3 5  

合計 6 1 8 4 1 7 7 6 ,4 6 8 1 .0 8  

資料： 新潟市
※棟数と 定員合計は、 令和4 年4 月1 日現在

※人口： 令和4 年3 月末住民基本台帳
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●健康でいき いき と し た生活を 送る ために、 介護予防や健康教育など に取り 組みます。 ま た、

運動習慣のない高齢者の介護予防や生活習慣病予防に対する 地域主体の活動を 支援し 、 区民

の健康づく り に努めます。

●こ こ ろ の健康を 保つための適切な睡眠、 休養、 スト レ スと の付き 合い方について、 情報発信

と 普及啓発に努めます。

（ 2 ） 高齢者をはじ め誰も が住み慣れた地域で安心し て暮ら し つづけら れるまちづく り

●高齢者の社会的孤立を 防ぎ、 地域で安心し て生活でき る まち づく り を 進める ための支援策に

ついて地域コ ミ ュ ニティ 協議会や社会福祉協議会などと 協働し 、 高齢者を 地域で支える シス

テムの深化・ 推進に努めます。

●地域の課題やニーズを 把握し 、 地域主体の支え合い、 助け合いの関係づく り に努めるこ と で、

各地域がそれぞれの地域資源を 活かし て、 交流の場づく り や見守り 活動、 買い物やごみ出し

などの生活支援活動を 行う こ と ができ るよ う 支援し ます。

●区民の複雑化・ 複合化し た支援ニーズに応える ため、 様々な機関が協働し 、 包括的に支援す

る体制の構築に努めます。

（ 3 ） 障がいのある人も ない人も 共に認め合い、 いきいきと 暮ら せるまちづく り

●障がいのある 人も ない人も 一人一人が大切にさ れる まちづく り を 進めます。

●特別支援学校と の連携を 密にし て、 卒業後の就労支援事業所などの施設利用希望者を 早く か

ら 把握し 、 スムーズな施設利用ができ るよ う 努めます。

●障がい者グループホームの整備など、 住みなれた地域での生活の拠点づく り を 進めます。

（ 4 ） 生活困窮者への支援

●中央区に設置さ れている 職業相談コ ーナーの活用の呼び掛けや、 ハロ ーワーク 新潟と 福祉事

務所がよ り 一層連携を 密にし て、 生活困窮者の就労意欲や要望を 把握する こ と で、 早期就労

に向けた支援を 行っ ていき ます。

●貧困の連鎖を 防ぐ ために、 継続的な学習機会及び居場所を 提供する こ と で、 学習習慣の定着

を 図る ほか、 学習支援員等の継続し た親子への関わり によ り 、 学習環境や生活習慣の改善に

必要な支援を 行っ ていき ます。

健康づく り 生活習慣病予防（ 食生活改善） の啓発
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●災害が発生し た場合には、 自主防災組織＊によ る 地域防災力が重要になる ため、 自主防災組

織の強化や区民一人一人が適切な行動を と れるよ う 意識の向上が必要です。

●人口集積に対応し た大規模災害への備えが求めら れる と と も に、 災害時の被害を 軽減さ せる

ために自主防災組織の活動の効率化を 図る こ と が必要です。

●超高齢社会における 避難行動には、 地域と 要支援者の関係づく り を 進める こ と が重要です。

●計画降雨を 超える 近年の豪雨において、 施設整備だけで浸水被害を 防止する には限界がある

ため、 自助・ 共助対策の促進なども 含めたハード ・ ソ フ ト 両面から の総合的な浸水対策が必

要です。

●地震や台風などによ る 電柱倒壊、 道路閉塞を 排除し 災害時における 緊急車両などの円滑な通

行を 確保する と と も に、 災害時に安全な歩行空間の確保が必要です。

●様々な都市機能が集中し 、 交通量や人口が多いため、 交通事故発生件数が新潟市全体の約 3

割を 占めています。 また、 近年は、 道路交通法改正など交通環境を 取り 巻く 状況も 変化し て

おり 、 交通安全に対する啓発と 区民意識の一層の向上が求めら れます。

●犯罪の発生件数は、 年々減少し ていますが、 高齢者を 狙っ た特殊詐欺が手口を 変えて発生し

ている ほか、 繁華街では違法な客引き も 依然と し て見ら れる ため、 引き 続き 、 防犯活動や意

識啓発を 進めていく こ と が必要です。

●子ども の犯罪被害の防止や、 不審者対策と し て、 子ども 自ら の判断によ る 危険回避や、 地域

によ る 見守り 活動などの対策が必要です。

現状／特性と 課題

4 防災・ 防犯

新潟市防災マスコ ッ ト キャ ラ ク タ ー「 ジージョ ・ キージョ 」
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（ 1 ） 災害に強い地域づく り

●地域が自主的に防災力の強化を 進めら れる よ

う 、 地域の防災リ ーダーなどの育成を 図る と

と も に、 自主防災組織によ る 防災訓練を 実施

する ほか、 防災装備の充実を 図り ます。

●ポン プ 場や雨水管などの施設整備に併せ、 防

水板設置等工事への助成を 行う な ど 、 ハー

ド ・ ソ フ ト 一体と なっ た総合的な浸水対策の

取り 組みによ り 、 被害の最小化を 目指し ます。

●緊急輸送道路の無電柱化など に取り 組み、 都

市景観及び都市防災機能の向上に寄与する と

と も に、 安全な歩行空間の確保に努めます。

●高齢化が進展する なか、 避難行動要支援者が

増加し ている ため、 要支援者と 支援者と の関

係づく り を 進める こ と で、 避難行動要支援者

対策を 図り ます。

（ 2 ） 交通安全の推進

●地域と 警察及び交通安全関係団体と 連携し 、

各世代における 段階的かつ体系的な交通安全

教育、 啓発活動を 行い交通事故にあわな い、

起こ さ ないと いう 意識の醸成を 図り ます。

（ 3 ） 防犯対策の取組

●高齢者を 狙っ た特殊詐欺の予防に関する 啓発

活動を 一層充実さ せる など 、 防犯意識の向上

に努めます。

●地域住民や警察、 行政機関が協働し て防犯力

の高い地域社会を 作っ ていく と と も に、 防犯

ボラ ン ティ ア団体によ る パト ロ ールなど地域

住民によ り 自主的に行われている 防犯活動と

連携し 、 子ど も が被害にあう 犯罪の防止や路

上での違法な客引き などの対策を 進めます。

ま ち づく り の方針

地域での連携防災訓練

無電柱化さ れた道路

交通安全運動

防犯に関する 啓発活動



36

●自然環境にやさ し い資源循環型社会の実現に向け、 3 R（ ごみの発生抑制、 再使用、 再生利用）

の考え方に基づき 、 ごみの減量化を 積極的に推進するこ と が必要です。

●たばこ の吸い殻や空き 缶などのぽい捨て、 路上喫煙制限地区内での路上喫煙は新潟市の条例

で禁止さ れています。 ごみの持ち 帰り や喫煙マナーの啓発を どのよ う に進めていく かが課題

と なっ ています。

●新潟市では空き 家が増加し ています。 管理不全な空き 家は防災、 防犯、 衛生などの面で問題

と なる ため、 関係部署と 連携し た対応が必要です。

現状／特性と 課題

5 生活環境

（ 1 ） 清潔で環境にやさ し いまちづく り

●資源循環型社会の実現に向けたごみと 資源の分別の徹底、 ごみのぽい捨て禁止など、 区民の

環境美化意識やマナーの向上のための啓発活動に努める と と も に、 地域コ ミ ュ ニティ 協議会、

自治会・ 町内会や様々な団体と 連携・ 協働し た環境美化活動を 推進し ます。

（ 2 ） 安心で快適な住環境づく り

●住宅・ 建築物の適正な維持管理の呼びかけに努める と と も に、 管理不全な空き 家について、

関係部署と 連携し て対応し ます。

ま ち づく り の方針

環境美化活動



水と 緑に囲まれた

自然と 都市が共生するまちⅢ

まちづく り 計画体系図（ 再掲）

１ ． 水辺

２ ． 緑化

（ 2 ） 美し い水辺があるまちづく り

（ 1 ） 水辺に親し める環境の整備

（ 1 ） 自然環境と の共生

（ 2 ） 緑化推進

水と 緑に

囲まれた

自然と 都市が

共生するまち

Ⅲ
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●中央区は都心部を 流れる 信濃川を はじ め、 鳥屋野潟や日本海などの豊かな水辺に恵まれてい

ます。 こ れら の水辺環境を 活かし た賑わいの創出や魅力を 高める 取組を 行い、 次世代に引き

継いでいく こ と が必要です。

●中央区は「 みなと まち 新潟」 の発展を 支えてき た日本海や信濃川と 様々な都市機能が集積す

る まち なかが近接・ 共生する 地域であり 、 水辺と まち と の更なる 一体感を 醸成する ため、 こ

う し た特徴を 活かし た取組を 進める こ と が必要です。

●新潟市は国内で初めての「 ラ ムサール条約＊湿地自治体認証制度に基づく 認証」 を 受けた自

治体です。

●中央区は市街地に隣接し 、 貴重な自然環境を 残す鳥屋野潟を 有し ています。 市街地に隣接す

る と いう 特徴を 活かせる よ う 鳥屋野潟の環境保全に取り 組むと と も に、 豊かな水辺の活用に

ついて県と 連携し て進めていく こ と が必要です。

●鳥屋野潟湖畔などへのごみの不法投棄など、 ま ち の美観を 損ねている 事例がある こ と から 、

マナーやルール遵守の啓発や環境美化活動などの取組が必要です。

●日本海に面し た美し い海岸が連なっ ている 中央区においては、 関屋浜と 日和山浜に海水浴場

が設置さ れており 、 市内外から 多く の遊泳者が訪れています。 今後も 遊泳者の安全確保に加

え、 魅力のある水辺環境の整備が必要です。

●護国神社周辺は、「 日本の白砂青松1 0 0 選」 に指定さ れた景勝地であり 、 海岸、 砂浜など美

し い水辺の環境を 守っ ていく こ と が必要です。

現状／特性と 課題

1 水辺

日本海に沈む夕日
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（ 1 ） 水辺に親し める環境の整備

●身近に水を 感じ 、 気軽に水に親し める

よ う 、 情報発信や機会づく り に努め、

水辺の利活用を 推進する と と も に、 新

たな魅力づく り と 賑わいの創出を 図り 、

大切な水辺環境を 次世代に引き 継いで

いき ます。

●信濃川の自然や水辺を 活かし た景観づ

く り や環境整備な ど、 官民連携によ る

地域の賑わい創出と 活性化に向けた施

策を 展開し 、 萬代橋周辺な ら で はの魅

力的なま ち なか空間の形成を 目指し ま

す。

●関屋浜、 日和山浜海水浴場の安全確保

に努め、利用促進を 図る と と も に、国・

県など の関係行政機関や民間企業、 地

域団体な ど 多様な 主体と 連携を 図り な

がら 、 人々が集い、 魅力的で 賑わいの

ある 空間と し て美し い浜辺と 隣接する

区域の環境整備に努めます。

（ 2 ） 美し い水辺があるまちづく り

●鳥屋野潟や海岸での清掃活動を 積極的

に支援する ほか、 地域コ ミ ュ ニテ ィ 協

議会、 自治会・ 町内会や様々な 団体と

連携・ 協働し た環境美化活動や環境啓

発活動を 推進し ます。

ま ち づく り の方針

万代テラ スのにぎわい

日和山浜海水浴場

鳥屋野潟一斉清掃
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●区内には、 市街地に隣接し て、 鳥屋野潟や西海岸公園など豊かな自然が広がっ ています。 こ

れら の自然と 共生し 、 多様で美し い自然環境を 将来に引き 継ぐ こ と が必要です。

●新潟市の中心部を 流れ、 海に注ぐ

信濃川において、 国で 実施する 河

川改修事業に合わせて 川辺の散策

な ど を 可能と する 緑地整備を 一体

的に実施し てき まし た。 引き 続き 、

安心・ 安全の新たな 機能を 付加し

た安ら ぎ と ゆと り を 与え て く れる

空間の整備が必要と なり ます。

●西海岸公園には、 西船見町から 関

屋地区ま で の海岸沿い 約5 k m に

渡っ て広がる ク ロ マツ 林が現存し 、

ま ち 歩き から 少し 足を 延ばし て 森

林浴を 楽し める 自然豊かな環境と なっ ており 、 今後も 着実な保全や整備の推進を 図る こ と が

必要です。

●汐見台周辺の海岸林は林帯幅が狭く 落葉樹が中心であり 、 季節風の影響が最も 大き い冬季の

防風・ 防砂効果に対する 十分な機能を 満たすこ と ができ ないため、 効果を 高める 整備など、

住環境の改善が課題と なっ ています。

●「 日本の都市公園1 0 0 選」 にも 選ばれた日本で最初の都市公園の一つである 白山公園や、 春

になる と 周囲約8 km に咲き 誇る 桜で多く の人で賑わう 鳥屋野潟周辺の魅力を 、 いかに広く 発

信し 活用し ていく かが課題と なっ ています。

●緑あふれ、 潤いある まち づく り を 進める ため、 区民一人一人の身近な生活空間の緑化を 図る

こ と が必要です。

●まち なかでは、 他の地区と 比較し て緑が少ない状況と なっ ています。 都心部が新し く 生まれ

変わっ ていく 中、 都市部の景観や魅力を よ り 向上さ せる ためにも 緑豊かな都市空間の実現が

必要です。

現状／特性と 課題

2 緑化

信濃川やすら ぎ堤
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（ 1 ） 自然環境と の共生

●美し い自然環境を 将来に引き 継ぐ ため、 地域や関係団体と 連携し て、 保全に取り 組むと と も

に、 自然環境の賢明な利用につなげていき ます。

●区民が水に親し み、 安ら ぐ こ と ができ る 憩いの場と し て、 信濃川やすら ぎ提などの水辺空間

の整備を 引き 続き 進めていき ます。

●約5 km に渡っ て広がる ク ロ マツ林があり 、 まち 歩き から 少し 足を 延ばし て森林浴が楽し める

西海岸公園について、 緑豊かな環境整備の推進に努めます。

●防風・ 防砂対策と し て、 市営汐見台住宅

跡地の海岸林再生の取組を 契機に他地区

への展開を 図り 、 新潟島の海岸林の必要

性・ 重要性を 広く 区民に周知する と と も

に、 区民と と も に維持し て いく 活動を 促

進し ます。

●「 日本の都市公園1 0 0 選」 にも 選ばれた

白山公園や、 春に周囲約8 km に桜が咲き

誇る 鳥屋野潟の周辺な ど の整備を 進める

と と も に、 中央区における 自然の魅力を

いかに発信し 活用し ていく か検討し ます。

ま ち づく り の方針

白山公園

鳥屋野潟の桜
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（ 2 ） 緑化推進

●緑豊かな都市空間実現のため、 区民や民間事

業者などと 連携し て街路樹の保全や民有地を

含めた新たな緑化を 促し 、 都市の景観や魅力

の向上に努めます。

●地域の活動団体や区民と 協働で季節の草花を

植え、 来訪者が楽し める空間づく り に取り 組

みます。

●区民一人一人に緑化意識を 啓発し 、 緑あふ

れ、 潤いある 都市の環境及び景観づく り を 推

進し ます。

チュ ーリ ッ プと やすら ぎ提

緑豊かな都市空間



歴史と 文化を 受け継ぎ

発展するまちⅣ

まちづく り 計画体系図（ 再掲）

１ ． 歴史・ 文化

２ ． 産業

３ ． まちなみ

（ 1 ） 未来に向けた歴史・ 文化の継承

（ 2 ） 伝統産業の育成・ 支援

（ 4 ） 新たな産業の創出

（ 3 ） 魅力あふれる商業の振興

（ 1 ） 景観に配慮し たまちづく り

歴史と 文化を

受け継ぎ

発展するまち
Ⅳ （ 1 ） 最大消費地を 活かし た 地場産品の 

消費拡大
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●し も まち 地区や沼垂地区など、 中央区にはみなと まち 新潟を 代表する 様々な歴史的建造物や

貴重な文化が数多く 残さ れています。 開港5 港の一つと し てのみなと まち 新潟の歴史・ 文化

の魅力を 区内外へ発信し ていく と と も に、 小中学生に伝える など次世代へ語り 継いでいく こ

と が重要です。

●中央区は、 古町芸妓（ ふる まち げいぎ） を はじ め古く から 発展し てき たみなと まち の歴史や

料亭・ 発酵食などの食文化など多く の魅力を 持っ ています。 区民が誇り と 愛着を も っ てまち

に暮ら し 、 多様な世代が地元の歴史や魅力について自信を も っ て語る こ と ができ る よ う 、 地

域や学校で歴史や文化を 学ぶ環境づく り が必要です。

●中央区には、 マン ガやアニメ に関する 施設が複数ある ため、 こ れら の施設や人材などの資源

を 広く 活用し 、 マン ガ・ アニメ 文化を 市内外に広めていく 取組の充実が課題になっ ています。

現状／特性と 課題

1 歴史・ 文化

北前船イ メ ージ写真 旧小澤家住宅

みなと ぴあ
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

Ⅳ
歴
史
と
文
化
を
受
け
継
ぎ

発
展
す
る
ま
ち

（ 1 ） 未来に向けた歴史・ 文化の継承

●若い世代にみなと まち 新潟の歴史・ 文化を 継承する ため、 学校における 地域の歴史やまち な

か探検などの授業を き っ かけに、 地域住民の協力を 得ながら さ ら に理解を 深め、 子ども たち

自ら の歴史・ 文化と なるよ う 努めます。

●自分たち の暮ら すまち に誇り を 持つこ と ができ る よ う 、 地域の歴史や文化にふれあい、 学ぶ

こ と のでき る 機会の提供に努めます。

●中央区において定着し ている 「 ま ち 歩

き 」 を 関係団体と 連携する など さ ら に

進化さ せ、 地域の魅力の発掘及び区内

外への発信に努めます。

●全国屈指の花街と し て、 特に江戸時代

後期から 明治時代中頃ま で 繁栄を 極め

た古町花街を 彩る 古町芸妓や料亭文化

を 保護・ 育成する と と も に、 PRに努め

ます。

●万代地区の「 新潟市マン ガ・ アニメ 情

報館」 や古町地区の「 新潟市マ ン ガの

家」 を 中心に「 マ ン ガ・ ア ニメ 」 で 賑

わう ま ち を 目指し て、「 にいがた ア ニ

メ ・ マン ガフ ェ ステ ィ バル」 な ど のイ

ベン ト と 連携し た関連事業の内容の一

層の充実に努める な ど、 文化の継承・

発展、 文化産業の発展と 交流人口の増

加を 目指し ます。

ま ち づく り の方針

「 えんでこ 」 まち歩き

新潟市マン ガの家
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●中央区は、 市内最大の食糧消費地である ため、 新潟市の食と 花の銘産品である 女池菜を はじ

め地場産農産物の認知度を 高める こ と で消費拡大を 図り 、 地産地消の一層の推進に努める な

ど、 農水産業の活性化を 図る こ と が必要です。

●中央区は、 北前船の寄港地と し て多く の地域と 文化的交流が行われ、 栄えてき まし た。 中で

も 新潟漆器は、 国の伝統的工芸品に指定さ れ、 伝統的な地場産業へと 発展し まし たが、 引き

続き 区内外への魅力発信し ていく こ と が必要です。

●中央区では、 古く から 酒、 みそ、 し ょ う 油、 こ う じ 、 漬物など発酵食品の店や蔵・ 工場など

が多く 、 こ う し た中央区の伝統的な加工食品を 活用し た食文化の魅力発信が課題と なっ てい

ます。

●江戸時代に創業し 、 現在も 老舗料亭と し て格式

を 誇る「 行形亭（ いき なり や）」 と 「 鍋茶屋（ な

べぢゃ や）」 は、 いずれも 国の登録有形文化財

で、 芸妓の歌と 踊り や四季折々の日本料理で

人々を も てなし 、 新潟の料亭文化を 守っ てき ま

し た。 こ う し た由緒ある古町芸妓と 料亭文化を

保護・ 育成し ていく こ と が必要です。

●中央区の主な 商業地で ある 古町地区・ 万代地

区・ 新潟駅周辺地区は豊かな市民生活の実現や

新潟市の経済を けん引する 中核と し ての役割を

担っ ていますが、 歩行者数や小売販売額が減少

し ているこ と から 、 活性化に向けた対策が必要

です。

●にいがた2 k m エ リ ア を 人・ モ ノ ・ 情報が行き

交う 活力ある エリ アと し て経済・ 産業の発展を

けん引する 成長エン ジンと するための取組が必

要です。

現状／特性と 課題

2 産業

古町芸妓と 料亭
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

Ⅳ
歴
史
と
文
化
を
受
け
継
ぎ

発
展
す
る
ま
ち

（ 1 ） 最大消費地を活かし た地場産品の消費拡大

●区内における 農産物の生産量は少ない

も のの、 中央区は市内最大の消費地で

ある ため、 新潟市産農産物の活用や地

産地消の推進に努めます。

（ 2 ） 伝統産業の育成・ 支援

●中央区の伝統的工芸品産業で ある 新潟

漆器や食文化の特徴である 発酵食品の

魅力を 区内外に 向け て PRし て い き ま

す。

●全国屈指の花街と し て、 特に江戸時代後期から 明治時代中頃まで繁栄を 極めた古町花街を 彩

る古町芸妓や料亭文化を 保護・ 育成すると と も に、 PRに努めます。

●伝統産業の持つ魅力を 他分野と も つなぎ合わせながら 育成・ 支援に努めます。

（ 3 ） 魅力あふれる商業の振興

●き め細かなサービ スの提供やオン リ ーワン 商品の開発・ 販売、 新たな魅力ある 店舗の開業、

歴史・ 文化を 活用し た取組やイ ベン ト など商店街の活性化に向けた取組を 支援する こ と によ

り 、 魅力あふれる商業の振興に努めます。

（ 4 ） 新たな産業の創出

●にいがた2 km エリ アを 産業D X＊、 ICT＊推進の先進エリ アと し ての取組を 強化する ほか、 AI＊

やIo T＊、 5 G ＊を はじ めと し た先端技術の活用を 促進する など、 多種多様な 企業や人材が協

業・ 共創する ための環境を 整え、 新規事業の創出の支援に努めます。

新潟漆器 みそ造り

ま ち づく り の方針

白山市場
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●西大畑地区には、 江戸時代から 続く 料亭

「 行形亭」 や明治期に建築さ れた「 北方文

化博物館新潟分館」、 大正期に建築さ れた

「 旧齋藤家別邸」、 大正から 昭和初期に流

行し た洋館付住宅な ど が残っ ており 、 歴

史的価値の高い建造物が建ち 並ぶま ち な

みと なっ て いま す。 こ のま ち なみを 構成

する 歴史的建造物の保全を 図り 、 歴史的

な 佇（ たたず） ま いを 活かし た風情ある

景観を 創り 出し ていく こ と が必要です。

●新潟を 代表する 繁華街の一つで ある 「 古

町花街」 地区の骨格を 形成し 、 懐かし いまち なみの風情を 今に留めている 小道を、 歴史的景

観に配慮し ながら 、 賑わいあるまち づく り に向けて整備を 進める こ と が必要です。

●古く から 受け継がれてき たみなと まち 新潟の風情と 政令市新潟の高度な都市機能が融合し た

まち なみづく り を 進めるこ と が必要です。

現状／特性と 課題

3 ま ち な み

（ 1 ） 景観に配慮し たまちづく り

●「 古町」「 西大畑」「 し も まち 」 各地区は、みなと まち 新潟の人の交流を 象徴する固有の歴史・

文化資産の保全、 新潟駅周辺・ 万代・ 万代島・ 古町を つなぐ 都心軸では、 日本海拠点都市の

風格を 感じ る 都市空間の形成、 万代シテイ では賑わいの創出など、 各地区特性を 活かし 、 魅

力や価値を 高め、 後世に継承でき る よ う 関係者と 連携し ながら 良好な景観の形成に取り 組む

と と も に、 楽し みながら 回遊でき る 都市空間を 創出し ます。

●ユニバーサルデザイ ン の考えに基づいた整備を 推進し 安全な歩行空間を 確保する と と も に、

都市景観及び都市防災機能の向上に努めます。

ま ち づく り の方針

旧齋藤家別邸

江戸時代の町割り にはじ まる まち なみ 石畳の鍋茶屋通り



用 語 集
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用　 語 解　 説

あ アンコ ンシャ ス・ バイ ア

ス（ 無意識の思い込み）

誰も が潜在的に持っ ている 思い込みのこ と 。 育つ環境、 所属する 集団の中で

無意識のう ちに脳にきざみこ まれ、 既成概念、 固定観念と なっ ていく 。

う ウォ ーカ ブルな空間 「 歩く 」 の“ w a lk” と「 ～できる」 の“ ab le” を組み合わせて作ら れた造語で、

「 居心地が良く 、 歩き たく なる空間」 を形成するこ と 。

か 開港5 港 安政5 （ 1 8 5 8 ） 年に締結さ れたアメ リ カ など五カ 国と の修好通商条約で開港

するこ と が定めら れた神奈川（ 横浜）、 箱館（ 函館）、 長崎、 兵庫（ 神戸）、 新

潟の5 つの港のこ と 。

く 区自治協議会 市民自治の推進を 図る ために、 区民等と 市を つなぐ 「 協働の要」 と し て平成

1 9（ 20 07 ） 年度に各区に設置さ れた市長の附属機関のこ と 。

こ 高次都市機能 商業・ 業務、 教育、 文化、 交流、 医療、 福祉などの都市機能のう ち、 よ り 広

域の人々を対象と し て、 質の高いサービスを提供する機能のこ と 。

交通結節点 バスのほか、 電車やタ ク シー、 自動車、 自転車など様々な交通手段の接続が

行われる乗り 換え拠点のこ と 。 　

交流人口 観光目的やビジネス目的などでその地域を訪れる人々のこ と 。

コ ミ ュ ニティ 人々が共同体意識を 持っ て共同生活を 営む一定の地域及びその人々の集団。

地域社会。 共同体。

コ ミ ュ ニティ ・ スク ール 学校運営協議会を 設置し た学校のこ と 。  学校運営協議会を通し て、 保護者や

地域住民等が一定の責任と 権限のも と 学校運営に参画し 、 一体と なっ てよ り

よい教育の実現に向けて連携、 協働するも の。

し 自主防災組織 地域住民が「 自分たちのまちは自分たちで守る」 と いう 共助の精神に基づき 、

地域の防災活動のために自主的に結成さ れた組織のこ と 。

循環型生涯学習 自ら 学んだ成果を 地域で生かし 、 学びを 継承し ていく こ と で、 新たなつなが

り を 広げ、 地域課題の解決や地域の活性化を 推し 進める 人材の育成（ 活動の

場の支援） を進めるこ と 。 　

食と 花の銘産品 新潟市が指定する、 自信を持っ て全国に誇る自慢の農畜水産物のこ と 。

ち 地域コ ミ ュ ニティ 協議会 市民と 市が協働し て、 地域のまち づく り やその他の諸課題に取り 組み市民自

治の推進を 図る ため、 おおむね小学校区を 基本単位と し て、 自治会・ 町内会

を中心に様々な団体等で構成さ れた組織のこ と 。

地域と 学校パー ト ナ ー

シッ プ事業

地域教育コ ーディ ネータ ーを 学校に配置し 、 学校と 社会教育施設や地域活動

を結ぶネッ ト ワーク を形成する事業のこ と 。

に にいがた 2 km 新潟駅周辺・ 万代・ 万代島・ 古町を つなぐ 約2 km の都心軸周辺エリ アの呼称

のこ と 。

ま まちなか まち の中で中心的機能を 有する範囲。 地域拠点、 商業系地域を 中心と し た旧

来から の中心的地区。

も モビリ ティ ・ マネジメ ン

ト

一人一人の移動手段の自発的な変化を 促すためのコ ミ ュ ニケーショ ン を 中心

と し た交通施策のこ と 。

や やさ し い日本語 日本語を 母語と し ない人などにも 伝わる よ う に、 難し い言葉や表現を 調整し

たわかり やすい日本語のこ と 。

用語集
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中央区 区ビジョ ンまちづく り 計画

用　 語 解　 説

ゆ ユニバーサルデザイ ン 障がいの有無や年齢などによら ず多様な人々が利用し やすいよ う 都市や生活

環境をデザイ ンする考え方のこ と 。

ら ラ ムサール条約 正式名称は「 特に水鳥の生息地と し て国際的に重要な湿地に関する条約」。 締

約国には各湿地の管理計画の作成・ 実施、 各条約湿地のモニタ リ ン グ、 湿地

の保全に関する 自然保護区の設定、 湿地の保全管理に関する 普及啓発・ 調査

などが求めら れる。

英字 AI Artificia l In te ll ig ence（ 人工知能） の略。 知的な行為を 、 人工的に作ら れた

知能で可能にする技術のこ と 。

APEC Asia-Pacif ic Eco no m ic Co o p eratio n（ アジア太平洋経済協力） の略。 アジ

ア太平洋地域の2 1 の国と 地域が参加する経済協力の枠組みであり 、 当該地域

の持続可能な成長と 繁栄に向け、 貿易・ 投資の自由化・ 円滑化や地域経済統

合の推進、 経済・ 技術協力等の活動を行っ ている。

D X D ig ita l Transfo rm a tio nの略。 データ と デジタ ル技術を 活用し て、 顧客や社

会のニーズを 基に、 製品やサービ ス、 ビジネスモデルの変革や、 業務そのも

のや、 組織、 プロセス、 企業文化・ 風土を変革するこ と 。

G7 日本、 アメ リ カ 、 イ ギリ ス、 フ ラ ンス、 ド イ ツ、 イ タ リ ア、 カ ナダの7 か国及

び欧州連合の首脳が参加し て毎年開催さ れる国際会議のこ と 。

G8 G7にロシアを加えた枠組みでの国際会議のこ と 。

G20 G 7 に参加する 7 か国に、 アルゼン チン、 オースト ラ リ ア、 ブ ラ ジル、 中国、

イ ン ド 、 イ ン ド ネシア、 メ キシコ 、 韓国、 ロシア、 サウジアラ ビア、 南アフ

リ カ 、 ト ルコ 、 欧州連合を 加えた2 0 か国・ 地域の首脳が参加し て毎年開催さ

れる国際会議のこ と 。

ICT In fo rm a tio n and  Co m m un ica tio n Techno lo gy（ 情報通信技術） の略。 IT

（ Info rm atio n  Techno lo gy（ 情報技術）） に「 Co m m un ica tio n」 を加え、ネッ

ト ワーク 通信による情報・ 知識の共有が念頭に置かれた表現で、 国際的にはIT

より も 一般的と なっ ている。

Io T In ternet o f Th ingsの略。 様々なも のがイ ンタ ーネッ ト につながるこ と で、 離

れたと こ ろ にある モノ の状態を 把握し て操作し たり 、 サービスを 利用し たり

できるこ と 。

SD Gs Susta ina b le  D eve lo p m ent G o a ls（ 持続可能な開発目標） の略。 より よい

社会の実現を 目指す2 0 3 0 年までの世界共通の目標で、 2 0 1 5 年の「 国連持続

可能な開発サミ ッ ト 」 において1 93 の加盟国の全会一致により 採択さ れた。 将

来世代のこ と を 考えた持続可能な世界を 実現する ための1 7 の目標と 1 6 9 の

タ ーゲッ ト から 構成さ れている。

5G 第5 世代移動通信システム（ 5 th  G eneratio n） のこ と 。 高速・ 大容量、 超低

遅延、 多数同時接続が可能な移動体無線通信システム。
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にぎわう 都心、 豊かな自然、 みなと まち文化が

織り なす活気あふれる拠点のまち


